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特集 家庭ごみの分別が変わります家庭ごみの分別が変わります

埋立ごみが一部を除き
可燃ごみに変わります！

可燃ごみ



特殊詐欺
被害急増

市職員や警察官、
病院職員などを装った
特殊詐欺にご注意ください！

デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

人　口
総　数

男
女

世帯数
〈２月１日現在〉 （増減は前月比）

98,353人
48,350人
50,003人

42,699世帯

（－86人）
（－59人）
（－27人）
（－16世帯）

交通事故・救急火災

人身事故
死　　亡
負　　傷
救　　急
火　　災

１月の月間件数

20件
0人

25人
417件

4件

令和４年1月の累計

20件
0人

25人
417件

4件

相談コーナー 新型コロナウイルス感染症の
影響により中止・延期となる
場合があります。

行政相談
3月15日㈫午後1時～4時　　　　　　浅科支所
3月16日㈬午後1時30分～4時　あいとぴあ臼田
3月17日㈭午後1時～4時　　望月支所4階会議室

■問合せ　総務課　☎62-3002

司法書士無料法律相談
3月26日㈯午後１時～３時

　イオン佐久平イベントホール
■問合せ　長野県司法書士会佐久支部　☎92-3011

子育て相談
木曜・祝日を除く午前10時〜午後3時
※日曜日は要電話予約（午前10時〜午後1時）
サングリモ中込2階 つどいの広場交流センター内

■問合せ　子育て相談室　☎63-3794

家庭児童相談
平日　午前9時〜午後4時
　　　　　　　市役所2階家庭児童相談室
平日　午後1時〜4時　各児童館
■問合せ　家庭児童相談室　☎62-3149　または各児童館

教育相談
平日　午前8時30分〜午後6時

市役所南棟3階教育相談室
■問合せ　教育相談室　☎62-2918

●休日窓口　3月27日㈰　午前８時30分〜午後０時30分
・市民課、税務課、収税課
●夜間窓口　平日　午後５時15分〜６時30分
・市民課、税務課、収税課
・臼田支所、浅科支所、望月支所は月曜日（祝日の場合はその翌日）のみ

〈各種証明書発行、マイナンバーカード交付（要予約）〉

生活・就労相談（まいさぽ佐久市）
平日　午前9時30分〜午後5時

野沢会館2階（相談無料）
■問合せ　まいさぽ佐久市　☎88-6511

人権なんでも相談所
毎週火・木曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時（相談無料）
事前にお電話の上、お越しください。
■問合せ　長野地方法務局佐久支局　☎67-2272

平日　午前8時30分～午後5時15分
佐久市消費生活センター（市役所2階市民ホール内）

　（不在時は市役所3階生活環境課）
■問合せ　佐久市消費生活センター　☎62-7501

または生活環境課　☎62-3094

消費生活相談

休日・夜間窓口

目　次　令和4年 ３月

納期限までに必ず納めましょう。
滞納が続くと、有効期間の短い「短期被保険者証」が交付される
場合があります。

国民健康保険税の納め忘れはありませんか？

心といのちの支援相談員が悩みをお聴きします

心のほっとライン・佐久
☎０１２０－０７－５５６０

お悩み相談　   こ こ ろ が ホ ッ

■相談日時
　月～金曜日
　（祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

令和４年４月１日から
家庭ごみの分別が変わります特集

頁

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金を支給します
軽自動車税（種別割）の諸手続きをお忘れなく
固定資産税の縦覧・閲覧

企業間等の連携によるものづくりを応援します
３月は「自殺対策強化月間」です
農地の賃借料情報の提供

後期高齢者医療の窓口負担割合が見直されます
信州佐久市観光フォトコンテスト２０２１　入賞作品展示
佐久市男女共同参画審議会委員を公募します

第35回佐久鯉マラソン大会の参加者を募集します
新生児出世健康祈願記念札の予約申し込み
書道入門講座受講生を募集します

４月開講!!佐久平女性大学第１期生を募集します

インフォメーション

公民館報 さくし

広告ページ

健康のカレンダー

ゆうちゃんの心臓移植への募金にご協力いただき
ありがとうございました!　他
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３ 広報佐久 令和４年３月

環境について
考える

未来について
考える

家庭ごみの
　   　　が変わります分別

特集

　令和４年４月１日から佐久市の家庭ごみの分別が変わります。
　新たな分別方法を確認するとともに、市が抱えるごみの分別や
処理への課題、また環境面への配慮も含めたごみの減量化につい
ても意識してみましょう。

令和４年４月１日から

佐久市のごみ処理の現状と課題

家庭ごみの減量化が進んでおらず、
増加するごみへの対応が必要

埋立ごみを処理している
「うな沢第２最終処分場」の

延命化

どのようなものが
可燃ごみとして

出せるようになりますか？

次のページで詳しく説明します！

ごみの分別が
複雑で難しい

埋立ごみが、一部を除き 可燃ごみとして 出せるようになります

ごみの分別も
スッキリ!!

■問合せ　生活環境課
　　　　　☎62-3094
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変わらないことごみの分別がどう変わるのかを紹介します。

※埋立ごみの収集回数は、月２回から２か月に１回へと変更になります。

家庭ごみの分別 変わること

●埋立ごみから可燃ごみに変更

●埋立ごみとして残るもの

変わること

変わらないこと

プラスチック製品
（容器包装プラス
チックを除く）

わた類
スポンジ類
低反発素材

ゴム類
革製品

その他

古紙類、缶・布・紙パック類、ペットボトル、
雑びん、容器包装プラスチック →資源物 A～Eのまま

→うな沢第２最終処分場へ搬入
　※小型家電類（20㎝×40㎝の投入口に入
　　るもの）は本庁、各支所回収ボックスも
　　ご利用いただけます。

家具類、建築廃材、大型金属類、長さ50cm・
直径５cmを超える木類、電気毛布、ホット
カーペット、魔法びん、タイヤなど

→民間廃棄物処理業者で処理

ふとん・大型プラスチック・ゴルフバックなど
の指定袋に入らない大きなごみ、小型家電類

プラスチック製バケツ CD・ケース 雨傘（生地部分）
※骨は資源B金属類へ

傘の分別方法

鍵盤ハーモニカ

座布団・クッション ぬいぐるみ 台所用スポンジ 低反発素材製品

長靴 ホース ランドセル バッグ

陶磁器類 ガラス類 蛍光灯（LED含む） 乾電池 100円ライター
（ガスを抜く）

・灰など
・その他資源化
　できない不燃物
　（セラミック製品・
　　磁石など）

乾燥剤 ペット用の砂 シリコン製品 など

家庭ごみの　　　　が変わります分別特集
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どのようなものが可燃ごみに
なるか分かりました。
でも靴やバッグなどを
可燃ごみと一緒にして
大丈夫なんですか？はい。“佐久平クリーンセンター”

で焼却することができます。
ここでは、“佐久平クリーンセン
ター”について紹介します。

　佐久平クリーンセンターは、環境に配慮された設計や設備となっています。ごみを焼却するこ
とによって発生する有害物質を取り除き、発生した熱を利用して発電が行われています。作られ
た電気は、施設内利用や売電をして有効活用しています。

これからは、直接埋め立てる
ごみが少なくなるのですね

そうですね。
埋立ごみが少なくなることで、
うな沢第２最終処分場の
延命化にもつながり、

新たな最終処分場の整備に伴う
環境負荷や大規模な市税の投入を
避けることができます。

ごみを燃やして
有効活用！

ごみ焼却処理施設
「佐久平クリーンセンター」の
設備と機能

焼却炉
様々なごみ質に対応してそれぞれのごみ送
り速度と燃焼用空気の吹き込み量を調節す
ることで、850℃以上の高温で焼却を行い、
ダイオキシン類の発生を抑制します。

廃熱ボイラ
焼却炉より送られてきた排ガスの熱を利用
して蒸気をつくります。つくられた蒸気は、
主に蒸気タービンへ送られます。

有害ガス除去装置
消石灰と活性炭の働きで有害な物質を取り
除きます。

脱硝反応塔
排ガス中に微量に残っているダイオキシン
類や窒素酸化物を触媒の働きにより分解し
ます。

集じん器
集じん器内部に設置されたろ布（フィルタ）
が排ガスの中に含まれる有害物質を取り除
き、クリーンな状態にします。

蒸気タービン発電機
廃熱ボイラでつくった蒸気を利用して、蒸
気タービンを回し、最大1,980kWの電力を
発生させます。つくられた電気は施設内の
電力を賄うとともに余剰電力は売電します。

※燃焼後に発生した灰は、建設資材として資源化しています。

家庭ごみの　　　　が変わります分別特集
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分別

　サクライフ３月号とあわせて、令和４年度の「家庭ごみ・資源物の分け方、出し方」と「佐久市家庭
ごみ・資源物収集カレンダー」を配布しました。カレンダー上部に記載された収集の対象地域に、ご自
身がお住まいの地域が含まれているかご確認ください。
※お手元に届いていない方は、市役所生活環境課（全地区）または各支所の経済建設環境係、各出張所（当該地区
　のみ）の窓口で配布しているものをご利用いただくか、ホームページに掲載されているものをご覧ください。
　（郵送による対応は行っていません）

※画像はイメージです

佐久市のLINE公式アカウントをご活用ください！
約4900品目のごみを検索できます。
※新しい分別区分への変更は、令和４年４月１日に切り替える予定です。

QRコードから「佐久市」
を友だちに追加します。

　生活環境課に問い合わせをいただ
き、日程を決めて開催します。
※新型コロナウイルス感染症の状況
　などによっては実施を見合わせる
　場合もあります。

　次のごみを下の４区分に分別してみましょう。

答えは
７ページ

ごみ 　　　クイズ新しい分別で
やってみよう！

可燃
ごみ

埋立
ごみ

資源物

可燃
ごみ

埋立
ごみ

［資源A］
古紙類・
雑がみ

手鏡
ペット用の砂

トイレットペーパーの芯

レジャーシート漬物用の重し
ライター

（柄の長い使い捨てタイプ）

ボールペン

プラマーク付きのお弁当容器

家庭ごみ分別表と収集カレンダーを配布しました

分別に困ったら出前講座を開催します

佐久市チャンネル
QRコード

１

「家庭ごみ」をタップし
ます。

２

「家庭ごみ分別辞典」で
品目ごとにこのような検
索ができます。

３

家庭ごみの　　　　が変わります分別特集

［資源E］
容器包装
プラスチック

こちらからもごみの分別方法の
動画がご覧になれます。
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　回収された資源物は、様々なリサイクル製品に生まれ変わります。ごみとして処理されてしまう
ものを資源に変えているという気持ちで分別してみましょう！
●封筒、ハガキ、コピー用紙、紙袋などは資源物（［資源A］古紙類・雑がみ）です！
　使わない紙袋は雑がみ入れとしてとっておくと良いでしょう。
●「プラマーク」のあるプラスチック製の包装（お弁当の容器やお菓子の袋など）は汚れを
　落として、資源物（［資源E］容器包装プラスチック）です！

　ごみ処理施設を長く大切に使用すること
や、自然環境を守っていくためには、各家
庭のごみを減らすことが大切です。ちょっ
としたことや意識でごみを減らしていくこ
とができます。ここでは、そのポイントを
紹介します。

身近なことから始める
ごみの減量化

ごみの分別、減量化はお金の節約にも繋がります。
家族でクイズとして出し合ったり、記憶力テストに
したりとゲーム感覚で楽しみながらやることが、
継続へのコツになるかもしれません。

クイズの答え●ペット用の砂・ボールペン・レジャーシート→可燃ごみ、手鏡・漬物用の重し・ライター→埋立ごみ、トイレットペーパーの
　　　　　　　芯→［資源A］古紙類・雑がみ、プラマーク付きのお弁当容器→汚れを落として［資源E］容器包装プラスチック

そのごみは本当にごみですか？

資源物を知ることで可燃ごみ、埋立ごみの減量化

生ごみをできるだけ少なくするには

●普段捨てている野菜の皮、キャベツの外葉、お茶がらなども料理として使えます。

　細かく切ればスープや天ぷらなどにしても美味しく食べられます。
●使い切れない野菜は茹でて冷凍保存や、干し野菜、漬物などにして長期保存しましょう。
●畑やガーデニングのたい肥としてコンポストを活用してみましょう。
　市では生ごみ処理機等購入費に補助金を交付しています。

◇材料（作りやすい分量）
大根の皮の塩昆布和え

大根の皮　　　１/２本分
塩昆布　　　　大さじ１
ごま油　　　　小さじ１
白いりごま　　小さじ１
◆作り方
①大根の皮はよく洗い、千切りにする。
　電子レンジ600Wで２分程加熱し、粗熱をとる。
②①に塩昆布、ごま油を加え、混ぜ合わせる。
③器に盛り、ごまを散らす。

いつも捨ててしまう大根の皮を、お手軽な１品に♪
電子レンジで加熱ししんなりさせることで、食べや
すく＆塩もみ不要に！

ポイント

◇材料（作りやすい分量）
お茶がら炊き込みご飯

米　　　　　　　３合
お茶がら　　　　20ｇ
乾燥芽ひじき　　10ｇ　
塩　　　　　      小さじ１
だしパック　　　１P
白いりごま　　   大さじ2

◆作り方
①米を研いで、炊飯釡の目盛まで水を入れる。
②①に、お茶がら、ひじき、塩、だしパックの
　中身を加え、炊飯する。
③炊き上がったらごまを加え、全体に混ぜ合わ
　せる。

いつも捨ててしま
うお茶がらを使用
し、お茶の風味が
ふわっと香る炊き
込みご飯に！食物
繊維もUP！

ポイント

エコ
×

健康レシピ

家庭ごみの　　　　が変わります分別特集
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佐久平女性大学
第１期生を募集します

４月
開講！！

■問合せ　佐久平女性大学事務局（人権同和課内）☎62-3135

　佐久平女性大学は、女性があらゆる分野で活躍することを支援し、男女共同参画社会の実現を
図るため、“みつめる！まなぶ！つながる！いかす！”を合言葉に独自の教養講座と実践講座によ
り、学生一人ひとりの目標達成に向けた寄り添った教育に取り組みます。

■内　　容　　教養講座および実践講座
■主な講師陣（変更となる場合もあり）
　　　　　　　・恵泉女学園大学　学長　大日向 雅美氏
　　　　　　　・株式会社ライフサカス　CEO　西部 沙緒里氏
　　　　　　　・一般財団法人日本笑顔プロジェクト　代表　林 映寿氏
　　　　　　　・清泉女学院短期大学　講師　草田 道代氏　など
■回　　数　　４月から翌３月までの年10回
■時　　間　　平日または土曜日の４～６時間程度　※無料の託児あり
■場　　所　　市役所ほか
■定　　員　　20名程度（定員を超えた場合は、書類選考を行い、入学者を決定）
■学　　費　　無料（ただし、視察研修、交通費など別途自己負担あり）
■入学資格　　市内に居住または通勤・通学する18歳以上の女性
■在学期間　　１年間
■卒業要件　　８回以上の出席（やむを得ず欠席する場合は補習などの救済措置あり）
■願書の交付　ホームページ、市役所市民ホール（行政資料閲覧コーナー）、各支所ほか
■出願手続　　入学願書に必要事項を記入し、返信用封筒（84円切手を貼付・宛名を記載）
　　　　　　　を同封のうえ、人権同和課人権教育男女共生係へ郵送または持参
■出願期間　　２月21日㈪～３月25日㈮（当日消印有効）

※本市の「女性リーダー養成研修」修了生で入学を希望する方は、事前
　に人権同和課までご連絡ください。
※本大学は、学校教育法上の大学ではありません。市が行う男女共同参
　画社会の実現に向けた事業の名称です。

大学の特徴
●パートナー学習
（学生が関わる方々も含
　めた学習）
●卒業後１年間のフォロー
　　　　　　　　　etc.

詳細は
こちら！

みつめる
自分らしい生き方
時代が求める女性像
女性が求める社会

まなぶ
教養・実践の講座
ミクロ・マクロの視点
聴く力・伝える力
質問・提案する力

つながる
自分×大学×職場
×地域×家庭×仲間
そして生きがいに！

いかす
職場で！地域で！
家庭で！

今できることから
一歩ずつ
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固定資産税の縦覧・閲覧お知らせ ■問合せ　税務課　☎62-3040　または各支所総務税務係

■
土
地
価
格
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

納
税
者
が
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
自
己
の
土
地

や
家
屋
の
価
格
を
他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、
価
格
が
適
正
か
確
認
で
き
る

制
度
で
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
、
課
税
台
帳
等
で
自
己
の
資

産
の
価
格
や
課
税
内
容
を
確
認
で
き
る
制
度
で

す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
等
も
使
用
・
収

益
の
対
象
部
分
に
つ
い
て
確
認
が
で
き
ま
す
。

■
期
間
お
よ
び
時
間

▽
期
間

・
縦
覧　

４
月
１
日
㈮
〜
５
月
２
日
㈪

・
閲
覧　

４
月
１
日
㈮
以
降
い
つ
で
も
可

 ※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

　

（
本
庁
の
み
第
４
日
曜
日
に
縦
覧
・
閲
覧
可
）

▽
時
間

・
本
庁　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

（
第
４
日
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時

　

30
分
）

・
各
支
所　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
月
曜
日
の
み
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

■
場
所  

税
務
課
資
産
税
係
（
本
庁
）

　

ま
た
は
各
支
所
総
務
税
務
係

■
手
数
料

・
縦
覧　

無
料
（
コ
ピ
ー
、
写
真
撮
影
は
不
可
）

・
閲
覧　

３
０
０
円

※

た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
閲
覧
無
料
、
課
税

　

台
帳
の
コ
ピ
ー
は
１
枚
10
円
、
記
載
事
項
証

　

明
書
は
３
０
０
円
）

軽自動車税（種別割）の諸手続きをお忘れなくお知らせ ■問合せ　税務課　☎62-3040　または各支所総務税務係
　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
４
月
１
日
に

所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

■
諸
手
続
き

▽
廃
車
・
名
義
変
更　

廃
車
や
譲
渡
に
よ
り
車

　

両
を
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
手
続
き
を
し

　

て
い
な
け
れ
ば
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

▽
住
所
変
更　

佐
久
市
よ
り
転
出
さ
れ
る
方
、

　

ま
た
は
市
外
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
も
手
続
き

　

が
必
要
で
す
。

※

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
左
表
の
各
窓

　

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
（
別
途
手
数

　

料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。
 　

「
軽
自
動
車
税
」
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
「
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
」
へ
名
称
が

変
わ
り
ま
し
た
。

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金を支給しますお知らせ ■問合せ　高齢者福祉課　☎62-3154
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考

慮
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
１
世

帯
10
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

■
住
民
税
非
課
税
世
帯

▽
対
象　

世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度
住
民
税
均

　

等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

※

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
か
ら
な

　

る
世
帯
は
、
対
象
外
で
す
。

※

該
当
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
確
認
書
が
送

　

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
提
出
方
法　

確
認
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

高
齢
者
福
祉
課
ま
で
返
送

▽
提
出
期
限　

確
認
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日

　

か
ら
３
か
月
以
内

■
家
計
急
変
世
帯

▽
対
象　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　

響
を
受
け
家
計
が
急
変
し
、
世
帯
全
員
が
非

　

課
税
世
帯
相
当
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認

　

め
ら
れ
る
世
帯

▽
申
請
書
類

・
請
求
書

・
「
簡
易
な
収
入
（
所
得
）
見
込
額
の
申
立
書
」

・
申
請
、
請
求
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

・
世
帯
の
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

・
受
取
口
座
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

・
令
和
３
年
中
の
収
入
の
見
込
額
ま
た
は
任
意

　

の
１
か
月
の
収
入
の
状
況
を
確
認
で
き
る
書

　

類
（
源
泉
徴
収
票
・
給
与
明
細
等
）

・
令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に
複
数
回
転
居
し

　

た
方
は
戸
籍
の
附
票
の
写
し

※

請
求
書
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
に
掲
載

▽
申
請
期
限　

９
月
30
日
㈮

ホームページ
QRコード

車種区分

・原動機付自転車（125cc以下
　のバイク）・ミニカー
・小型特殊自動車（農耕作業用、
　雪上車を含む）

・二輪の軽自動車・小型自動車
　（125ccを超えるバイク）

・三輪・四輪以上

手続きの場所

○市役所税務課市民税係 
○各支所総務税務係
○各出張所

○北陸信越運輸局長野運輸支局
   ☎050-5540-2042

○軽自動車検査協会長野事務所
　☎050-3816-1854

※125ccを超えるバイクと軽自動車については、長野県自家用自動
　車協会「佐久支部☎67-4677および川西支部☎53-2531」でも廃
　車・名義変更の手続きができます。
※転出される方で新住所地にて引き続き軽自動車等を使用される場
　合は、転出先の市区町村にて手続きの場所を確認してください。
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農地区分

水田

畑

樹園地

項目
データ数
平均値
最高額
最低額
データ数
平均値
最高額
最低額
データ数
平均値
最高額
最低額

佐久地区
347件
5,652円
10,000円
1,900円
134件
6,375円
10,540円
2,369円

臼田地区
194件
5,825円
9,900円
2,200円
54件

3,682円
6,427円
1,500円

浅科地区
37件

9,461円
13,430円
4,400円
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー

望月地区
59件

5,019円
8,929円
2,000円
45件

4,549円
8,345円
2,000円

佐久市全体
622件
5,739円
10,083円
1,900円
225件
5,225円
9,400円
2,000円
27件

8,083円
15,000円
3,000円

賃借料情報一覧表（昨年１年間の取り引き実例額の集計）　　　（10ａ当たり年額）

企業間等の連携によるものづくりを応援しますお知らせ ■問合せ　商工振興課　☎62-3265
　

令
和
４
年
度
佐
久
市
も
の
づ
く
り
支
援
事
業

補
助
金
の
補
助
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

■
補
助
対
象　

共
同
開
発
を
行
う
中
小
企
業
者

　

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
者

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

・
共
同
開
発
の
主
体
と
な
る
事
業
者

■
補
助
対
象
事
業　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

　

事
業
者
の
割
合
が
半
数
以
上
を
占
め
る
共
同

　

開
発
事
業
（
た
だ
し
、
医
療
業
、
老
人
福
祉

　

ま
た
は
介
護
事
業
を
営
む
事
業
所
と
の
共
同

　

開
発
の
場
合
、
市
内
事
業
者
の
割
合
が
半
数

　

未
満
で
も
対
象
）

■
補
助
率　

50
％
以
内
（
上
限
５
０
０
万
円
）

※

医
療
業
、
老
人
福
祉
ま
た
は
介
護
事
業
を
営

　

む
事
業
所
と
の
共
同
開
発
の
場
合
は
限
度
額

　

を
１
０
０
万
円
増
額

■
事
前
相
談

▽
相
談
方
法　

交
付
申
請
書
を
商
工
振
興
課
へ

　

持
参
の
上
、
必
ず
事
前
相
談
を
受
け
て
く
だ

　

さ
い
。
事
前
相
談
が
な
い
場
合
、
交
付
申
請

　

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

交
付
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▽
相
談
期
間　

３
月
18
日
㈮
ま
で

■
交
付
申
請

▽
申
請
方
法　

事
前
相
談
終
了
後
、
商
工
振
興

　

課
へ
提
出
（
郵
送
可
）

▽
申
請
期
間　

４
月
８
日
㈮
ま
で

※

本
補
助
金
は
、
令
和
４
年
度
予
算
成
立
に
よ

　

り
執
行
可
能

ホームページ
QRコード

３月は「自殺対策強化月間」ですお知らせ ■問合せ　健康づくり推進課　☎62-3189
　

３
月
は
就
職
や
転
勤
、
転
居
な
ど
生
活
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
時
期
で
、
自
殺
者
数
が
増

え
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
国
を
あ
げ
て
自
殺
対

策
を
強
化
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
様
々
な
要
因
に
よ
っ

て
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
と
言
え
ま

す
。
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
一
人
で
悩
み

を
抱
え
込
み
、
助
け
を
求
め
る
力
を
失
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
周
り
に
、
悩

ん
で
い
る
人
や
心
身
の
不
調
に
困
っ
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
身
近
な
人
の
い
つ
も
と
違
う

様
子
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け
、
話
を
聴
き
、

寄
り
添
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
悩
み
苦
し
ん

で
い
る
人
の
助
け
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
決
し
て
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
誰
か
に
打
ち
明
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
今
の
気
持
ち
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
心
の
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
・
佐
久

　

☎
０
１
２
０‐

０
７‐

５
５
６
０

　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０‐

０
６
４‐

５
５
６

　

平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

■
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時
間
対
応
）

　

☎
０
１
２
０‐

２
７
９‐
３
３
８

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

農地の賃借料情報の提供お知らせ ■問合せ　農業委員会　☎62-3518
　

賃
借
料
を
決
め
る
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

賃
借
料
は
、
貸
し
手
、
借
り
手
の
お
互
い
で

十
分
協
議
の
上
、
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

集
計
に
当
た
っ
て
は
、
調
整
前
の
平
均
値
の

　

１
７
０
％
以
上
と
30
％
以
下
の
契
約
は
除
外

　

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
地
区
ご
と
の
数
値
と
、

　

市
全
体
の
数
値
は
一
致
し
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

　

で
、
実
績
に
よ
る
平
均
値
で
す
。
農
業
委
員

　

会
に
お
い
て
、
賃
借
料
を
拘
束
す
る
も
の
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※「̶」の欄は件数が極小のため非掲載
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信州佐久市観光フォトコンテスト２０２１　入賞作品展示お知らせ ■問合せ　佐久市観光協会　☎62-3285
　

信
州
佐
久
市
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０

２
１
は
、
県
内
外
85
名
の
方
か
ら
、
計
３
５
２

点
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
佐
久
市
観
光
協
会
長

賞
（
最
優
秀
賞
）
１
点
、
優
秀
賞
３
点
ほ
か
、

合
計
36
点
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
展
示
を
、
左
記
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
展
示
場
所
・
展
示
期
間

▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
久
平
２
階
フ
ー
ド
コ
ー
ト

　

（
３
月
５
日
㈯
〜
23
日
㈬
）

▽
佐
久
平
駅
構
内 

プ
ラ
ザ
佐
久

　

（
３
月
23
日
㈬
〜
４
月
４
日
㈪
）

▽
平
尾
温
泉
み
は
ら
し
の
湯 

森
林
セ
ラ
ピ
ー
室

　

（
４
月
４
日
㈪
〜
13
日
㈬
）

▽
市
役
所
２
階 

市
民
ホ
ー
ル

　

（
４
月
13
日
㈬
〜
25
日
㈪
）

▽
道
の
駅
ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南

　

（
４
月
25
日
㈪
〜
５
月
９
日
㈪
）

■
受
賞
者

▽
佐
久
市
観
光
協
会
長
賞
（
最
優
秀
賞
）

・
小
宮
山 

登
生
様
（
佐
久
市
）

「
パ
ラ
ソ
ル
ワ
ー
ル
ド
」

▽
優
秀
賞

・
井
出 

操
様
（
南
佐
久
郡
南
牧
村
）

「
初
夏
の
稲
荷
山
公
園
」

・
奥
原 

静
男
様
（
佐
久
市
）

「
深
山
の
園
」

・
鈴
木 

清
久
様
（
佐
久
市
）

「
サ
ン
タ
よ
り
長
寿
の
贈
り
物
」

後期高齢者医療の窓口負担割合が見直されますお知らせ ■問合せ　国保医療課　☎62-2915／長野県後期高齢者医療広域連合　☎026-229-5320
　

医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
１
割
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
方
は
、
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
２
割

負
担
に
な
り
ま
す
。
窓
口
負
担
割
合
は
、
被
保

険
者
の
令
和
３
年
中
の
課
税
所
得
や
収
入
額
を

も
と
に
、
世
帯
単
位
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
の
負
担
割
合
が
記

載
さ
れ
た
被
保
険
者
証
は
、
令
和
４
年
９
月
末

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

■
２
割
負
担
割
合
の
判
定
の
流
れ

世帯内に課税所得が28万円以上の後期高齢者医療
被保険者がいる

１割 １割

１割

２割

はい

はい

はい はい

「年金収入＋その他の合計所得
金額」が200万円以上である

「年金収入＋その他の合計所得金
額」の合計※が320万円以上である

世帯内の後期高齢者医療被保険者は１人である

いいえ

いいえ

いいえいいえ

※世帯内の後期高齢者医療被保険者全員の合計額で判定します。

佐久市男女共同参画審議会委員を公募します募 集 ■問合せ　人権同和課　☎62-3135

■
申
込
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

（
基
準
日
：
令
和
４
年
３
月
１
日
）

①
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
方

②
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
す
る
方

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
方

⑤
市
議
会
議
員
ま
た
は
市
職
員
で
な
い
方

⑥
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

⑦
審
議
会
等
の
所
掌
す
る
事
務
と
密
接
な
利
害

　

関
係
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
方　

⑧
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

　

関
す
る
法
律
第
２
条
第
２
号
に
掲
げ
る
暴
力

　

団
、
そ
の
他
集
団
的
ま
た
は
常
習
的
に
暴
力

　

的
不
法
行
為
を
行
う
恐
れ
が
あ
る
組
織
の
構

　

成
員
で
な
い
方

■
審
議
会
の
業
務　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

　

進
に
関
す
る
事
項
の
調
査
審
議

■
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
募
集
人
数　

３
名
（
委
員
総
数
15
名
以
内
）

■
必
要
書
類　

佐
久
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

　

委
員
申
込
書

※

必
要
書
類
は
、
人
権
同
和
課
窓
口
ま
た
は
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法　

必
要
書
類
を
持
参
、
郵
送
、
メ

　

ー
ル
（jinken

＠city.saku.nagano.jp

）、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
４‐

１
１
５
７
）
の
い
ず
れ
か

　

の
方
法
で
人
権
同
和
課
へ
提
出

■
申
込
期
限　

３
月
22
日
㈫
（
必
着
）

■
選
考
方
法　

申
込
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た

　

場
合
、
会
全
体
の
男
女
比

　

を
考
慮
し
て
選
考

ホームページ
QRコード
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第35回佐久鯉マラソン大会の参加者を募集します募 集 ■問合せ　佐久市観光協会　☎62-3285
　

例
年
、
５
月
４
日
に
駒
場
公
園
で
開
催
し
て

い
る
「
佐
久
鯉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
に
つ
い
て
、

今
年
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
特
化
し
て
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
講
師
を
お
招
き
し
、
親
子
で

楽
し
め
る
運
動
あ
そ
び
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
日
時　

５
月
４
日
（
水
・
祝
）

　

午
前
９
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
〜
）

■
会
場　

駒
場
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
一
組
）

■
対
象
　

▽
ひ
よ
こ
の
部　

年
少
か
ら
年
長
の
お
子
さ
ん

　

１
名
〜
２
名
と
そ
の
保
護
者
の
方
１
名

▽
バ
ン
ビ
の
部　

小
学
１
年
生
か
ら
小
学
３
年

　

生
の
お
子
さ
ん
１
名
〜
２
名
と
そ
の
保
護
者

　

の
方
１
名

※

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
の
た
め
、
保
護
者
の
方
の

　

参
加
が
必
須

※

年
齢
お
よ
び
学
年
は
大
会
当
日
現
在

■
講
師　
佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学
部
福
祉
学
科

　
子
ど
も
福
祉
専
攻
非
常
勤
講
師　

佐
藤 

志
穂
氏

■
定
員　

▽
ひ
よ
こ
の
部
　
40
組

▽
バ
ン
ビ
の
部
　
60
組

■
申
込
方
法　

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

３
月
31
日
㈭

専用申込フォーム
QRコード

佐藤志穂氏

新生児出世健康祈願記念札の予約申し込み募 集 ■問合せ　佐久市観光協会　☎62-3285　FAX62-2269
　

佐
久
鯉
ま
つ
り
で
は
、
お
子
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
健
康
を
祈
願
し
、
新
生
児
出
世
健
康
祈
願

を
開
催
し
ま
す
。

　

お
祭
り
当
日
の
祈
願
後
、
記
念
の
お
札
を
左

記
の
と
お
り
、
数
量
限
定
で
予
約
に
て
販
売
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
佐
久
鯉
ま
つ
り
新
生
児
出
世
健
康
祈
願

■
日
時　

５
月
５
日
（
木
・
祝
）

　

午
前
10
時
40
分
頃

■
会
場　

千
曲
川
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場
ス
テ
ー

　

ジ
付
近

○
お
札
販
売

■
配
布
開
始
時
刻　

午
前
11
時
20
分
頃
（
新
生

　

児
出
世
健
康
祈
願
終
了
後
）

■
金
額　

お
札
一
枚
１
０
０
０
円

■
支
払
方
法　

当
日
現
金
に
て
支
払
い

■
対
象　

令
和
元
年
度
〜
令
和
３
年
度
に
生
ま

　

れ
た
お
子
さ
ん

※
対
象
期
間
外
の
お
子
さ
ん
も
申
し
込
み
で
き

　

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
予
約
方
法　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
電
話
、

　

F
A
X
（
６
２
‐
２
２
６
９
）
ま
た
は
メ
ー

　

ル
（kanko@

city.saku.nagano.jp

）で

　

佐
久
市
観
光
協
会
へ
申
し
込
み

※

件
名
に
必
ず
「
新
生
児
出
世
健
康
祈
願
記
念

　

お
札
希
望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

４
月
６
日
㈬
ま
で

※

申
込
者
に
は
、
後
日
詳
細
に
つ
い
て
連
絡
し

　

ま
す
。

書道入門講座受講生を募集します講座・教室 ■問合せ　天来記念館　☎53-4158
　

天
来
記
念
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
書
道
を
始
め

て
み
た
い
人
、
も
う
一
度
書
道
を
習
い
た
い
人

な
ど
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た
「
書
道
入
門
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

比
田
井
天
来
の
流
れ
を
く
む
二
人
の
書
家
が

講
師
を
務
め
、
書
の
基
本
を
わ
か
り
や
す
く
、

丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

毎
月
１
回
（
土
曜
日
）
全
12
回

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

駒
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど

■
受
講
料　

１
万
８
０
０
０
円
（
全
12
回
分
）

■
講
師　

・
桑
原 

呂
翁
氏
（
青
山
学
院
大
学
講
師
・
日
本

　

書
人
連
盟
総
務
・
書
宗
院
顧
問
）

・
山
本 

秦
鼎
氏
（
専
修
大
学
講
師
・
毎
日
書
道

　

展
審
査
会
員
・
創
玄
書
道
会
事
務
局
委
員
）

■
内
容　

楷
書
・
行
書
・
草
書
・
ひ
ら
が
な
・

　

漢
字
か
な
混
じ
り
文
な
ど
の
基
礎
的
な
こ
と

　

か
ら
、
年
賀
状
・
色
紙
な
ど
の
応
用
的
基
礎

　

を
学
び
ま
す
。

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
定
員　

20
名
程
度
（
申
込
先
着
順
）

■
持
ち
物　

書
道
用
具
、
古
新
聞
、
ご
み
袋
等

■
申
込
方
法　
天
来
記
念
館
へ
電
話
で
申
し
込
み

■
申
込
開
始　

３
月
８
日
㈫
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援
金
（
第
２
弾
）
の
給
付
を
受
け
た
事
業
者

▽
申
請
方
法　

申
込
書
等
を
商
工
振
興
課
へ
郵

　

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

※

申
込
書
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

３
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪
ま
で
、
春
の
火
災
予

防
運
動
期
間
で
す
。
３
月
は
空
気
が
乾
燥
し
、

風
が
強
く
吹
く
た
め
、
火
災
が
特
に
発
生
し
や

す
い
時
季
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
佐
久
市
内
で
は
59
件
の
火
災
が
発
生

し
、
24
件
が
春
（
３
〜
５
月
）
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
枯
草
焼
き
や
強
風
が
原
因
で
発
生
し
た

火
災
は
14
件
と
多
く
、
枯
草
焼
き
等
を
す
る
際

は
、
周
囲
へ
の
延
焼
防
止
の
た
め
に
、
風
の
な

い
時
間
帯
に
複
数
人
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
す
ぐ
に
消
火
で
き
る
よ
う
水
バ
ケ
ツ

等
を
準
備
し
、
完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
焼
却
等
を
行
う
際
は
、
佐
久
広
域
連

合
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
管
轄
す
る
消
防
署

へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
程　

３
月
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・
22
日
㈫

▽
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
１
件
１
時
間
）

▽
会
場　

佐
久
合
同
庁
舎

▽
参
加
費　

無
料

▽
内
容　

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
、
保
健
師

　

に
よ
る
健
康
相
談
、
関
係
機
関
に
よ
る
生
活

　

・
就
労
相
談

▽
申
込
方
法　

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所
へ
電
話

　

で
申
し
込
み

▽
申
込
期
限　
各
相
談
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午

※

匿
名
で
の
相
談
は
受
付
不
可

※

同
じ
方
に
よ
る
同
一
内
容
の
相
談
は
一
回
の
み

※

相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
日
程
の
調
整
を
お

　

願
い
す
る
場
合
あ
り

　

売
買
、
交
換
、
相
続
、
借
地
、
担
保
、
賃
貸

借
等
に
係
る
不
動
産
評
価
に
つ
い
て
、
不
動
産

鑑
定
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
６
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時　

▽
会
場　

野
沢
会
館
１
０
３
号
室

▽
申
し
込
み　

不
要

インフォメーション

う
な
沢
第
２
最
終
処
分
場

日
曜
日
の
開
場

生
活
環
境
課　
　
　

☎
６
２‐

３
０
９
４

さ
く
割
電
子
ク
ー
ポ
ン
（
冬
ハ
レ
タ
）

の
利
用
期
間
を
延
長
し
て
い
ま
す

佐
久
市
観
光
協
会　

☎
６
２‐

３
２
８
５

３
９
プ
レ
ミ
ア
ム
２
０
２
１

（
佐
久
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
）

の
有
効
期
限
を
延
長
し
て
い
ま
す

商
工
振
興
課　
　
　

☎
７
８‐

５
４
７
０

▽
日
時　

３
月
27
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時
（
雨
天
決
行
）

▽
内
容　

指
定
袋
に
入
ら
な
い
埋
立
ご
み
と
小

　

型
家
電
の
受
け
入
れ
を
し
ま
す
。

※

指
定
袋
に
入
る
大
き
さ
の
埋
立
ご
み
や
、
建

　

築
廃
材
、
家
具
類
、
金
属
類
、
家
電
リ
サ
イ

　

ク
ル
法
の
対
象
物(

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷

　

蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）

　

は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

▽
持
ち
物　

住
所
が
確
認
で
き
る
証
明
書
（
運

　

転
免
許
証
等
）

※

平
日
（
祝
祭
日
は
除
く
）
も
同
じ
時
間
に
開

　

場
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
考

慮
し
、
３
９
プ
レ
ミ
ア
ム
２
０
２
１
（
佐
久
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
）
の
有
効
期
限
を
延
長

ホームページ
QRコード

お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▽
変
更
後
有
効
期
限　

３
月
31
日
㈭

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
考

慮
し
、
さ
く
割
電
子
ク
ー
ポ
ン
（
冬
ハ
レ
タ
）

の
利
用
期
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
変
更
後
利
用
期
間　

３
月
13
日
㈰
ま
で

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
市
内
事
業
者
の
事
業
継
続
を
支

援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
給
付
金
の
申
請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

の
で
、
未
申
請
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
早
め
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
限　

３
月
18
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
交
付
金
額　

上
限
10
万
円

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
者

・
支
援
金
・
応
援
金
プ
ラ
ス
国
月
次
支
援
金
令

　

和
３
年
４
〜
６
月
分
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
県

　

新
型
コ
ロ
ナ
中
小
企
業
者
等
特
別
応
援
金

　

（
第
１
弾
）
の
給
付
を
受
け
た
事
業
者

・
支
援
金
・
応
援
金
ダ
ブ
ル
プ
ラ
ス
国
月
次
支

　

援
金
令
和
３
年
７
〜
10
月
分
の
い
ず
れ
か
ま

　

た
は
県
新
型
コ
ロ
ナ
中
小
企
業
者
等
特
別
応

３
９
サ
ポ
ー
ト
佐
久
市
商
工
業
支
援

給
付
金
の
申
請
期
限

商
工
振
興
課　
　
　

☎
６
２‐

３
２
６
５

ホームページ
QRコード

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所
☎
６
３‐

３
１
６
４

不
動
産
評
価
等
の
無
料
相
談
会

長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　
　

☎
０
２
６‐

２
２
５‐

５
２
２
８

春
の
火
災
予
防
運
動

危
機
管
理
課　
　
　

☎
６
４‐

４
１
１
９

佐
久
消
防
署　
　
　

☎
６
２‐

０
１
１
９

北
部
消
防
署　
　
　

☎
８
２‐

０
１
１
９

川
西
消
防
署　
　
　

☎
５
３‐

０
１
１
９
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交
付
し
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

・
佐
久
市
国
民
健
康
保
険
証

※

手
続
き
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る

　

書
類
お
よ
び
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
に
よ
り
、

　

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

民
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
、
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
18
歳
か
ら
契
約
を
一
人
で
結

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
取
り
消
し
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

　

高
額
な
買
い
物
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利

用
、
お
金
を
借
り
る
際
は
、
内
容
を
よ
く
確
認

し
、
周
り
の
人
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
慎
重
に

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
庁
で
は
、
若
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
、
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
消
費
者
庁
若
者
ナ
ビ
！
」
で
様
々
な
情
報
を

配
信
し
て
い
ま
す
。

　

L
I
N
E
ア
プ
リ
か
ら
、
友
達
登
録
の
う
え

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　ここでは、市民の皆さ
んに手話に親しみを持っ
ていただけるよう、日常生
活で役に立つ手話の紹介
を行います。

①左手を開いて手のひらを上に向けます。
②右手の人差指を２回くらい右前方にス
　ライドさせます。
　スマートフォンを操作する様子を表し
ています。

※イラスト：長野県手話ガイドブックより

コーナー

スマートフォン

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
書
類

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
行

政
手
続
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
る
ほ
か
、

予
約
・
申
し
込
み
を
行
う
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
カ
ー
ド
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
ま
せ
ん
か
。

▽
申
請
方
法　

郵
送
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ

　

ソ
コ
ン
、
証
明
写
真
機
、
市
民
課
や
各
支
所

　

市
民
係
で
申
請

▽
受
取
場
所　

市
民
課
、
各
支
所
市
民
係

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
で
き
あ
が
る
ま

　

で
に
約
１
〜
２
か
月
か
か
り
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
等
の
簡
易
焼
却

炉
で
家
庭
ご
み
を
焼
却
し
て
い
る
事
例
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

取
得
の
申
請
を
し
ま
せ
ん
か

市
民
課　
　
　
　
　

☎
７
７‐

７
９
３
３

ま
た
は
各
支
所
市
民
係

　

な
お
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る
影

響
が
軽
微
な
野
外
焼
却
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

焼
却
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ど
ん
ど
焼
き
等
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上

　

の
行
事
を
行
う
た
め
の
焼
却

・
稲
わ
ら
等
、
農
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

　

得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
焼
却

・
た
き
火
等
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

　

わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
焼

却
す
る
と
き
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、
風
向

き
や
時
間
帯
な
ど
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　

春
は
新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
季
節

で
す
。
退
職
や
就
職
、
進
学
な
ど
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
の
切
り
替
え
が
必
要
な
方
は
、
早
め

に
国
保
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
係
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

国
民
健
康
保
険
は
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま

　

せ
ん
。

▽
加
入
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
等
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
退
職

　

証
明
書

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
（
60
歳
未
満
）

▽
喪
失
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
証

・
佐
久
市
国
民
健
康
保
険
証

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
（
60
歳
未
満
）

■
親
元
を
離
れ
て
市
外
に
進
学
す
る
場
合

　

申
請
に
よ
り
、
佐
久
市
国
民
健
康
保
険
証
を

ホームページ
QRコード

法
律
に
適
合
し
た
焼
却
炉
以
外
で

焼
却
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

生
活
環
境
課　
　
　

☎
６
２‐

３
０
９
４

環
境
政
策
課　
　
　

☎
６
２‐

２
９
１
７

ま
た
は
各
支
所
経
済
建
設
環
境
係

４
月
か
ら
成
年
年
齢
が

18
歳
に
な
り
ま
す

佐
久
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
６
２‐

７
５
０
１友だち追加

QRコード

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

国
保
医
療
課　
　
　

☎
６
２‐

３
１
６
４
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新型コロナウイルス感染症の状況により、日程などが変更になる場合があります。詳細は、担当課へお問い合わせください。
イベント等でのマスク着用にご協力ください。また、発熱など体調が悪い方は参加をご遠慮ください。

2050ゼロカーボンに向けて、
今できることを実践しよう。

　サステナブルファッションとは、衣服の生産か
ら廃棄に至る過程が将来にわたり持続可能である
ことを目指した取り組みで、地球環境や社会へ配
慮した取り組みのことです。
　日本の小売市場で販売されている衣料品の約
98％が海外からの輸入品であり、衣服の製造や
輸送には、様々な環境負荷がかかっています。
　衣服の購入時には、環境に配慮した素材や製造
過程なのかなども確認をしてみましょう。
▽消費者として取り組めること
・衣服をすぐ買い替えないことで、無駄遣いの防
　止につながります。
・服の傷んだ部分を直すことで、想い入れのある
　一着を長く着ることができます。
・本当に必要かなど、長い目でみて価値のある衣
　服を選びましょう。

サステナブルなファッションを

今月のクールチョイス
（賢い選択）

環境政策課　☎62-2917

４
月
の
駒
場
公
園
施
設
利
用
受
付

駒
場
公
園
管
理
者（
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
㈱
）

         　
　
　
　
　

☎
６
３‐

７
１
０
１

　
　
　

      　
　
　

ＦＡＸ
６
２‐

０
７
６
７

ダ
メ
！
有
害
自
動
販
売
機

生
涯
学
習
課　
　
　

☎
６
２‐

０
６
７
１

佐
久
地
域
振
興
局
総
務
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
６
３‐

３
１
１
１

健
全
育
成
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
景
観
を
損
な
い
ま
す
。

▽
有
害
自
動
販
売
機
が
置
か
れ
そ
う
な
土
地

・
三
角
地
な
ど
、
有
効
活
用
が
で
き
な
い
土
地

・
道
路
沿
い
で
、
民
家
が
途
切
れ
て
い
る
土
地

・
地
権
者
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
り
、
地
権
者
が

　

他
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
土
地

▽
対
象
施
設　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
劇

　

場
、
多
目
的
広
場
、
弓
道
場

▽
窓
口
受
付
開
始　

３
月
１
日
㈫
午
後
１
時
〜

▽
受
付
場
所　

駒
場
公
園
管
理
事
務
所

デ
マ
ン
ド
交
通
さ
く
っ
と
の
運
休

生
活
環
境
課　
　
　

☎
６
２‐

３
０
９
４

※

申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
は
抽
選

▽
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
開
始

　

３
月
10
日
㈭
午
後
１
時
〜

※

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
受
付
は
、
指
定
管
理
者
の

　

変
更
に
伴
い
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
一
時
的
に

　

佐
久
総
合
運
動
公
園
で
行
い
ま
す
。

※

大
会
等
の
予
約
は
、
指
定
管
理
者
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧

　

長
野
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き
、
準

備
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

▽
事
業
名　

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｓ　

佐
久
市
八
風
太
陽
光

　

発
電
事
業

▽
事
業
者　

合
同
会
社
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
八
風

▽
事
業
実
施
区
域　

佐
久
市
香
坂
字
下
岩
合
３

　

９
０
ほ
か

▽
事
業
の
種
類
・
規
模　

太
陽
光
発
電
所
（
敷

　

地
面
積
約
54 

ha
）

▽
縦
覧
期
間　

３
月
９
日
㈬
〜
４
月
８
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
縦
覧
場
所　

市
環
境
政
策
課
ほ
か

■
意
見
提
出

　

準
備
書
に
対
す
る
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の

意
見
を
提
出
で
き
ま
す
。

▽
提
出
先　

〒
３
８
９‐

２
２
５
３

　

長
野
県
飯
山
市
大
字
飯
山
２
６
５
２‐

３　

　

合
同
会
社
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
八
風

■
準
備
書
の
事
業
者
説
明
会

　

有
害
自
動
販
売
機
の
設
置
防
止
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。「
３
な
い
運
動
（
設

置
さ
せ
な
い
・
利
用
し
な
い
・
放
置
し
な
い
）」

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

▽
有
害
自
動
販
売
機
と
は

　

露
骨
な
性
描
写
の
雑
誌
・
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク

誌
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
、
大
人
の
お
も
ち
ゃ
な

ど
を
販
売
す
る
自
動
販
売
機
で
す
。
撤
去
に
は

大
変
な
労
力
を
要
し
ま
す
。

▽
有
害
自
動
販
売
機
の
有
害
性

　

青
少
年
の
不
良
行
為
を
誘
発
し
、
助
長
し
、

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
等

合
同
会
社
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
八
風

　
　
　

☎
０
２
６
９‐

６
２‐

３
９
１
６

▽
日
時　

４
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30
分
、
午
後

　

３
時
15
分
（
計
２
回
）

▽
場
所　

市
民
創
錬
セ
ン
タ
ー

※

縦
覧
お
よ
び
説
明
会
は
、
設
計
変
更
等
に
よ

　

り
延
期
と
な
る
場
合
あ
り

▽
日
時　

３
月
５
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
電
話　

０
１
２
０‐

４
４
８‐

７
８
８

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
相
談
例　

「
昔
借
り
た
借
金
の
請
求
が
来
た

　

け
ど
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
」

　

「
借
り
た
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
借
金
の

　

請
求
が
来
た
け
ど
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
」

　

「
認
知
症
の
父
に
借
金
の
請
求
が
き
て
い
る

　

が
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
」―

な
ど

　

現
在
実
証
運
行
中
の
デ
マ
ン
ド
交
通
「
さ
く

っ
と
」
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
㈮
は
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
た
め
、
運
休
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
後
援

司
法
書
士
に
よ
る
電
話
無
料
相
談

「
昔
の
借
金
電
話
相
談
」

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　
　

☎
０
２
６‐

２
３
２‐

７
４
９
２ホームページ

QRコード
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募
　
集

学
校
給
食
応
援
団
員
の
募
集

農
政
課　
　
　
　
　

☎
６
２‐

３
２
０
３

さ
れ
る
分
野
も
違
い
ま
す
。
生
産
だ
け
で
は
な

く
、
運
搬
や
事
務
な
ど
様
々
な
関
わ
り
方
が
で

き
ま
す
。

　

居
住
機
能
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
等
の
都
市

機
能
の
立
地
お
よ
び
防
災
指
針
を
盛
り
込
ん
だ

「
佐
久
市
立
地
適
正
化
計
画
」
の
改
訂
を
進
め

て
い
ま
す
。
計
画
の
改
訂
に
あ
た
り
、
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

▽
計
画
案
の
閲
覧
場
所　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

　

役
所
市
民
ホ
ー
ル
（
行
政
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ

　

ー
）
、
都
市
計
画
課
・
各
支
所
経
済
建
設
環

　

境
係
窓
口

▽
説
明
動
画

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏

ま
え
、
住
民
説
明
会
に
代
わ
り
、
ウ
ェ
ブ
上
で

説
明
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

３
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫
（
必
着
）

▽
提
出
方
法　

指
定
の
様
式
ま
た
は
任
意
の
様

　

式
に
よ
り
、
意
見
の
ほ
か
「
氏
名
」
「
住
所
」

　

「
電
話
番
号
」
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
（
６
３‐

７
７
５
０
）
、
メ
ー
ル
（tosh

　

ikei@city.saku.nagano.jp

）
、
持
参
の

　

い
ず
れ
か
の
方
法
で
都
市
計
画
課
へ
提
出

※

指
定
の
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

※

電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出
は
受
付
不
可

文
化
施
設
（
観
覧
系
施
設
）
の

休
館
日
の
変
更

文
化
振
興
課　
　
　

☎
６
２‐

５
５
３
５

　

な
お
、
開
館
時
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
現
行
休
館
日　

原
則
毎
週
月
曜
日
ま
た
は
火

　

曜
日
の
ど
ち
ら
か
１
日

▽
変
更
後
休
館
日　
原
則
毎
週
月
曜
日
と
火
曜
日

▽
対
象
施
設　

五
郎
兵
衛
記
念
館
、
天
来
記
念

　

館
、
望
月
歴
史
民
俗
資
料
館
、
川
村
吾
蔵
記

　

念
館
、
鎌
倉
彫
記
念
館

　

学
校
給
食
へ
農
産
物
を
納
め
る
「
学
校
給
食

応
援
団
」
の
団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

要
件
に
当
て
は
ま
る
方
や
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
農
政
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
学
校
給
食
応
援
団
の
設
置
状
況

　

佐
久
、
臼
田
、
浅
科
、
望
月
の
４
地
区
で
学

校
給
食
応
援
団
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
要
件

【
農
産
物
生
産
者
】

・
学
校
給
食
に
使
う
農
産
物
の
品
質
、
規
格
、

　

数
量
が
確
保
で
き
る
方　
　
　
　
　
　
　
　

・
子
ど
も
た
ち
が
口
に
す
る
農
産
物
で
あ
る
こ

　

と
を
理
解
し
、
安
全
な
管
理
が
で
き
る
方

【
農
産
物
生
産
者
以
外
も
可
】

・
朝
の
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
納
品
や
事
務
作
業

　

が
で
き
る
方

　

各
地
区
の
応
援
団
に
特
色
が
あ
り
、
必
要
と

清
水
港
利
活
用
説
明
会

清
水
港
利
用
促
進
協
会

　
　
　

☎
０
５
４‐

３
５
３‐

３
４
０
３

静
岡
県
港
湾
振
興
課

（
静
岡
県
R
O
R
O
船
利
用
促
進
協
議
会
）

　
　
　

☎
０
５
４‐
２
２
１‐

３
７
７
９

申込フォーム
QRコード

１
時
間
に
２
回
換
気

手
の
触
れ
る
場
所
は
消
毒

こまめに手洗い

オミクロン株が世界で流行しています

３回目ワクチン接種
始まっています

あらためて、ご協力をお願いします

人との間隔

マスクの着用

感染症対策

ホームページ
QRコード

最新の情報はホー
ムページをご覧く
ださい。

佐
久
市
立
地
適
正
化
計
画
改
訂
案
へ

の
意
見
募
集

都
市
計
画
課　
　
　

☎
６
２‐

３
４
０
４ホームページ

QRコード

　

令
和
３
年
８
月
に
中
部
横
断
自
動
車
道
（
山

梨
〜
静
岡
間
）
が
開
通
し
、
よ
り
近
く
な
っ
た

清
水
港
を
利
活
用
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
14
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
会
場　

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
第
５
会
議
室

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

県
内
の
企
業

▽
定
員　

70
名
（
申
込
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
（https://for

　

m
s.gle/d1UYre8BgHV

8M
y9v5

）
よ

　

り
必
要
事
項
を
入
力
の
上
、
申
し
込
み

▽
申
込
期
間　

３
月
４
日
㈮
ま
で

　

文
化
施
設
（
観
覧
系
施
設
）
の
休
館
日
が
、

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。
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新型コロナウイルス感染症の状況により、日程などが変更になる場合があります。詳細は、担当課へお問い合わせください。
イベント等でのマスク着用にご協力ください。また、発熱など体調が悪い方は参加をご遠慮ください。

有
機
栽
培
農
園
利
用
者
募
集

農
村
保
健
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
８
２‐
５
８
０
０

ホームページ
QRコード

「
第
30
回
佐
久
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
２
２
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
募
集

佐
久
市
観
光
協
会　

☎
６
２‐

３
２
８
５

※

郵
送
の
場
合
は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

　

を
記
入
す
る
こ
と
。

▽
申
込
期
限　

３
月
22
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

　

40
歳
以
上
の
方
が
行
政
区
単
位
で
チ
ー
ム
を

作
り
参
加
す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
す
。

▽
期
間　

５
月
〜
８
月
下
旬
（
予
定
）

▽
会
場　

駒
場
公
園
多
目
的
広
場
ほ
か

※

大
会
の
詳
細
は
決
定
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載

※

令
和
２
・
３
年
度
に
申
し
込
み
を
し
た
チ
ー

　

ム
に
は
、
参
加
の
案
内
を
郵
送
予
定

　

佐
久
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
運
営
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　

５
月
３
日
（
火
・
祝
）
〜
５
日
（
木

　

・
祝
）

▽
会
場　

千
曲
川
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場
ほ
か

▽
申
込
期
限　

４
月
８
日
㈮

佐
久
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
フ
ァ
ー
ス
ト
ピ
ッ
チ
の
部
）

参
加
チ
ー
ム
募
集

佐
久
市
体
育
協
会　

☎
８
８‐

６
１
２
３

商
工
振
興
課　
　
　

☎
６
２‐

３
２
６
５

佐
久
市
健
康
長
寿

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
改
訂
素
案
へ
の

意
見
募
集

第
２
次
佐
久
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

改
訂
素
案
へ
の
意
見
募
集

農
政
課　
　
　
　
　

☎
６
２‐

３
２
０
３

い
ま
す
。
計
画
の
改
訂
に
あ
た
り
、
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
計
画
素
案
の
閲
覧
場
所　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
（
行
政
資
料
閲
覧
コ
ー

　

ナ
ー
）
、
農
政
課
・
各
支
所
経
済
建
設
環
境

　

係
窓
口

▽
募
集
期
間　

３
月
11
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

▽
提
出
方
法　

指
定
の
様
式
ま
た
は
任
意
の
様

　

式
に
よ
り
、
意
見
の
ほ
か
「
氏
名
」「
住
所
」

　

「
電
話
番
号
」
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
F
A

　

X
（
６
２‐

２
２
６
９
）
、
メ
ー
ル（nose

　
i@city.saku.nagano.jp

）、持
参
の
い
ず

　

れ
か
の
方
法
で
農
政
課
へ
提
出

※
指
定
の
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

※
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出
は
受
付
不
可

▽
利
用
期
間　

４
月
２
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈬

▽
場
所　

佐
久
市
有
機
農
業
研
究
協
議
会
実
験

　

農
場
内
（
農
村
保
健
研
修
セ
ン
タ
ー
横
）

▽
募
集
区
画　

16
区
画
（
１
区
画
35
㎡
）

▽
利
用
料
金　

年
間
３
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

農
村
保
健
研
修
セ
ン
タ
ー
窓
口

　

で
申
し
込
み

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
期
間　

３
月
７
日
㈪
〜
17
日
㈭

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

市
の
産
業
の
方
向
性
を
定
め
た
本
計
画
に
つ

い
て
、
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
中
間
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
の
改
訂
に
あ
た
り
、

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
計
画
素
案
の
閲
覧
場
所　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
（
行
政
資
料
閲
覧
コ
ー

　

ナ
ー
）
、
商
工
振
興
課
・
各
支
所
経
済
建
設

　

環
境
係
窓
口

▽
募
集
期
間　

３
月
11
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

▽
提
出
方
法　

指
定
の
様
式
ま
た
は
任
意
の
様

　

式
に
よ
り
、
意
見
の
ほ
か
「
氏
名
」「
住
所
」

　

「
電
話
番
号
」
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
（
６
２‐

２
２
６
９
）
、
メ
ー
ル
（syo

　

ko@city.saku.nagano.jp

）、持
参
の
い

　

ず
れ
か
の
方
法
で
商
工
振
興
課
へ
提
出

※

指
定
の
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

※

電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
の
提
出
は
受
付
不
可

　

市
の
農
業
の
方
向
性
を
定
め
た
「
第
２
次
佐

久
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
策
定

か
ら
５
年
が
経
過
し
、
中
間
見
直
し
を
進
め
て

■
開
園
式

▽
日
時　

４
月
２
日
㈯
午
前
10
時

▽
場
所　

実
験
農
場
管
理
棟
（
農
村
保
健
研
修

　

セ
ン
タ
ー
横
）

▽
内
容　

区
画
割
抽
選
、
利
用
上
の
説
明
、
農

　

園
の
栽
培
指
導
等

　

令
和
４
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
を
募
集

し
ま
す
。
各
団
の
募
集
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

水
田
フ
ナ
の
飼
育
に
関
心
の
あ
る
方
や
新
た

に
始
め
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
と
し
て
、
養
殖

技
術
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

▽
研
修
期
間　

４
月
下
旬
〜
９
月
下
旬

　

（
月
に
１
〜
３
回
程
度
）

▽
場
所　

野
沢
地
区
の
水
田
ほ
か

▽
参
加
料　

無
料

▽
参
加
資
格　

水
田
フ
ナ
に
関
心
が
あ
り
、
軽

　

作
業
が
可
能
な
方

▽
内
容　

熟
練
し
た
生
産
者
の
水
田
を
会
場
と

　

し
た
実
地
研
修
や
基
本
的
な
事
項
の
座
学

※

受
講
内
容
は
、
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

▽
申
込
方
法　

農
政
課
へ
電
話
ま
た
は
任
意
の

　

申
込
書
を
郵
送

ホームページ
QRコード

ホームページ
QRコード

佐
久
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
佐
久
市
体
育
協

会
内
）　
　
　
　
　
　

☎
８
８‐

６
１
２
３

水
田
フ
ナ
養
殖
技
術
研
修

研
修
生
募
集

農
政
課　
　
　
　
　

☎
６
２‐

３
２
０
３
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ホームページ
QRコード

文
化
事
業
団　
　
　

☎
８
２‐

３
９
６
２

鎌
倉
彫
記
念
館
企
画
展

「
さ
き
織
グ
ル
ー
プ

〝
佐
〜
久
留
お
り
ひ
め
〞
の
作
品
展
」

インフォメーション

郷
土
の
作
家
展
Ⅱ

「
佐
久
美
術
教
育
研
究
会
作
品
展
」

川
村
吾
蔵
記
念
館　

☎
８
１‐

５
３
５
３

２
０
２
２
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
in
佐
久
平

佐
久
職
業
安
定
協
会
事
務
局
（
商
工
振
興

課
内
）　
　
　
　
　

☎
６
２‐

３
２
６
５

館
グ
ル
ー
プ
が
作
成
し
た
「
さ
き
織
り
の
作
品
」

藍
染
め
、
シ
ョ
ー
ル
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

３
月
４
日
㈮
〜
27
日
㈰　
　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

３
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
22
日
㈫
は
休
館

▽
会
場　

鎌
倉
彫
記
念
館
多
目
的
室

▽
入
場
料　

無
料

※

常
設
展
示
室
は
有
料

　

佐
久
・
小
諸
地
域
の
企
業
65
社
に
よ
る
合
同

就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
就
職
活
動
中
の

学
生
等
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
会
場　

佐
久
一
萬
里
温
泉
ホ
テ
ル
４
階 

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象

・
令
和
５
年
３
月
大
学
・
短
大
・
各
種
専
門
学

　

校
等
の
卒
業
見
込
者

・
令
和
４
年
３
月
大
学
・
短
大
・
各
種
専
門
学

　

校
等
の
卒
業
見
込
者

・
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

▽
内
容

・
参
加
企
業
お
よ
び
地
元
企
業
の
情
報
・
資
料

　

の
提
供

・
参
加
各
企
業
の
採
用
担
当

　

者
と
の
面
談

▽
申
し
込
み　

不
要

【
臼
田
図
書
館
】

▽
ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会

・
日
時　

９
日
㈬
午
前
10
時
30
分

▽
ブ
ッ
ク
☆
ブ
ッ
ク
お
話
の
会

・
日
時　

19
日
㈯
午
前
11
時

【
浅
科
図
書
館
】

▽
お
は
な
し
会

・
日
時　

19
日
㈯
午
前
11
時

【
望
月
図
書
館
】

▽
ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会

・
日
時　

11
日
㈮
午
前
10
時
30
分

▽
も
の
が
た
り
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

・
日
時　

19
日
㈯
午
前
11
時

　　

佐
久
地
域
で
図
工
、
美
術
教
育
に
携
わ
る
教

職
員
の
制
作
し
た
平
面
や
立
体
の
作
品
を
約
20

点
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

３
月
６
日
㈰
〜
20
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

20
日
㈰
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

▽
会
場　

川
村
吾
蔵
記
念
館
多
目
的
室

▽
入
場
料　

無
料

※

常
設
展
示
室
は
有
料

　

竹
内
洋
子
氏
の
指
導
の
も
と
で
、
中
込
公
民

　

３
月
の
行
事
は
、
各
図
書
館
内
で
開
催
し
、

参
加
自
由
で
す
。

【
中
央
図
書
館
】

▽
お
は
な
し
の
会
　

・
日
時　

12
日
㈯
午
前
10
時
30
分

▽
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

・
日
時　

17
日
㈭
午
前
10
時
30
分

・
対
象　

乳
幼
児

▽
ぽ
っ
け
お
は
な
し
の
会

・
日
時　

19
日
㈯
午
前
10
時
30
分　

▽
語
り
の
お
も
て
な
し

・
日
時　

26
日
㈯
午
後
３
時

▽
ザ
・
フ
レ
ン
ズ
朗
読
会

・
日
時　

16
日
㈬
午
前
11
時

▽
佐
久
の
先
人
を
語
る

　
信
州
の
財
界
を
救
っ
た
銀
行
家
瀬
下
清

・
日
時　

26
日
㈯
午
後
１
時
30
分

・
講
師　

小
林 

收
氏

・
定
員　

20
名
（
申
込
先
着
順
）

・
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
窓
口
ま
た
は
、
電

　

話
で
申
し
込
み

・
申
込
期
間　

３
月
８
日
㈫
〜
23
日
㈬

イ
ベ
ン
ト

図
書
館　
３
月
の
行
事
予
定

中
央
図
書
館　
　
　

☎
６
７‐

２
１
１
１

臼
田
図
書
館　
　
　

☎
８
２‐
３
９
３
２

浅
科
図
書
館　
　
　

☎
５
８‐
４
３
２
１

望
月
図
書
館　
　
　

☎
５
３‐
０
２
３
０

　

佐
久
市
出
身
の
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
、
美
術

年
鑑
社
初
代
社
長
の
油
井
一
二
は
、
武
者
小
路

実
篤
と
親
交
が
深
く
、
実
篤
に
直
接
書
画
の
揮

毫
を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
作
品
を
自

身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
45
点
の
作
品
が
佐
久
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在

は
当
館
が
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
実
篤
の
作
品
と
と
も
に
、
「
自

然
」
に
ま
つ
わ
る
収
蔵
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
会
期　

３
月
19
日
㈯
〜
５
月
８
日
㈰

▽
休
館
日　

３
月
22
日
㈫
・
28
日
㈪
、
４
月
４

　

日
㈪
・
11
日
㈪
・
18
日
㈪
・
25
日
㈪

▽
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

４
月
１
日
㈮
か
ら
は
、
午
前
９
時
30
分
〜
午

　

後
５
時

▽
観
覧
料
　
無
料

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　
自
然
と
美
術

ー
武
者
小
路
実
篤
か
ら
現
代
美
術
ま
で
ー

近
代
美
術
館　
　
　

☎
６
７‐

１
０
５
５

武者小路実篤
《この世は美の宝庫也》
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新型コロナウイルス感染症の状況により、日程などが変更になる場合があります。詳細は、担当課へお問い合わせください。
イベント等でのマスク着用にご協力ください。また、発熱など体調が悪い方は参加をご遠慮ください。

第
54
回
佐
久
市
強
歩
大
会
開
催
延
期

佐
久
市
体
育
協
会　

☎
８
８‐

６
１
２
３

毎
月
26
日
「
風
呂
の
日
」
サ
ー
ビ
ス

も
ち
づ
き
荘　
　
　

☎
５
２‐

２
５
１
５

布
施
温
泉　
　
　
　

☎
５
３‐

０
１
８
１

穂
の
香
乃
湯　
　
　

☎
５
８‐

０
０
３
３

平
尾
温
泉
み
は
ら
し
の
湯

「
佐
久
市
民
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

平
尾
温
泉
み
は
ら
し
の
湯

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
６
８‐

０
２
６
１

五
郎
兵
衛
記
念
館　

☎
５
８‐

３
１
１
８

企
画
展
「
古
文
書
の
中
の
佐
久
を
旅

す
る
人　
〜
十
返
舎
一
九
か
ら
前
田

慶
次
ま
で
〜
」

文
化
事
業
団　
　
　

☎
８
２‐

３
９
６
２

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
開
館
30
周
年

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
ス
テ
ー
ジ
「
究
極

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
VS
即
興
芝
居
」

・
小
人
（
小
学
生
）　
　
　

３
０
０
円

※

他
割
引
と
の
併
用
は
不
可

▽
持
ち
物　

市
内
在
住
を
証
明
で
き
る
も
の

▽
期
日　

３
月
26
日
㈯

▽
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
入
浴
料
50
円
引
（
他
割
引
券
と
の
併
用
不
可
）

・
３
つ
の
温
泉
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
ポ

　

イ
ン
ト
が
３
倍

　

中
山
道
望
月
宿
本
陣
脇
本
陣
に
伝
わ
る
江
戸

時
代
の
享
保
び
な
・
古
今
び
な
・
御
所
人
形
や

コ
レ
ク
タ
ー
所
蔵
の
女
性
の
髪
を
飾
っ
た
美
し

い
櫛
、
か
ん
ざ
し
、
笄
、
女
性
が
和
歌
を
書
く

た
め
に
使
っ
た
硯
、
そ
し
て
、
館
所
蔵
の
ひ
な

人
形
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
会
期　

３
月
21
日
（
月
・
祝
）
ま
で

▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
入
館
料　

一
般
３
１
０
円
、
学
生
（
高
校
生

　

以
上
）
２
６
０
円
、
小
中
学
生
１
５
０
円

　

４
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
第
54
回

佐
久
市
強
歩
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

文
化
事
業
団　
　
　

☎
８
２‐

３
９
６
２

感
染
拡
大
の
状
況
か
ら
、
１
年
延
期
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
35
回
佐
久
市
望
月
駒

道
強
歩
大
会
は
、
令
和
４
年
９
月

に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ク
ラ
イ
フ
２
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
人

権
・
男
女
共
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
お
よ
び

「
佐
久
平
女
性
大
学
プ
レ
講
座
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、

中
止
と
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▽
会
場　

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン

　
　

(

サ
ン
グ
リ
モ
中
込
１
階)

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

認
知
症
の
方
、
認
知
症
の
方
を
介
護

　

さ
れ
て
い
る
方

▽
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
座
談
会

▽
持
ち
物　

飲
み
物

▽
申
し
込
み　

不
要

▽
出
演　

６

－

ｄ
ｉ
ｍ
＋
、
Ｔ
Ａ
Ｐ 

Ｄ
Ｏ
！

▽
入
場
料
（
全
席
指
定
）

・
前
売
券　

２
５
０
０
円

・
当
日
券　

３
０
０
０
円

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

好
評
発
売
中

▽
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
、
佐
久
平

　

交
流
セ
ン
タ
ー

　

心
地
よ
い
音
色
に
包
ま
れ
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

演
奏
は
、
山
本
直
哉
氏
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、

蓬
田
奈
津
美
氏
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
、
町
田
莉

佳
氏
（
ピ
ア
ノ
）
の
皆
さ
ん
で
す
。
息
の
合
っ

た
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
25
日
㈮

　

午
後
０
時
10
分
〜　

30
分
程
度　
　
　
　

▽
会
場　

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

▽
入
場
料　

無
料

※

事
前
に
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー
で
無
料
入
場

　

券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
方
を
対
象
に
、
入
浴
料
割
引
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

３
月
25
日
㈮

▽
入
浴
料
（
通
常
料
金
25
％
割
引
）

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）　

６
０
０
円

　

佐
久
平
は
本
州
の
中
央
部
に
位
置
す
る
た
め
、

古
文
書
を
め
く
る
と
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
歴
史

上
の
偉
人
や
巨
人
が
頻
繁
に
往
来
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
館
収
蔵
図
書
に
残
さ
れ
て
い
る
有
名

人
た
ち
の
旅
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
間　

３
月
９
日
㈬
〜
27
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
会
場　

五
郎
兵
衛
記
念
館
研
修
室

▽
入
館
料　

無
料

　

「
６

－

ｄ
ｉ
ｍ
＋
」
は
言
葉
を
紡
い
で
そ
の

場
で
物
語
（
ド
ラ
マ
）
を
誕
生
さ
せ
る
即
興
芝

居
の
プ
ロ
集
団
。
メ
ン
バ
ー
の
「
り
ょ
ー
ち
ん

（
伊
坂
亮
氏
）」は
佐
久
市
出
身
で
す
。「
Ｔ
Ａ
Ｐ  

Ｄ
Ｏ
！
」
は
今
年
20
周
年
を
迎
え
た
、
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
グ
ル
ー
プ
で
、
タ
ッ
プ
に
と

ど
ま
ら
ず
繰
り
出
さ
れ
る
技
の
数
々
は
見
事
で

す
。
全
く
持
ち
味
の
違
う
日
本
を
代
表
す
る
笑

い
と
感
動
を
巻
き
起
こ
す
２
組
の
ス
テ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
20
日
㈰
午
後
１
時
30
分

　

（
開
場
：
午
後
１
時
）

▽
会
場　

コ
ス
モ
ホ
ー
ル

郷
土
の
ひ
な
人
形
展

望
月
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
５
４‐

２
１
１
２

人
権
同
和
課　
　
　

☎
６
２‐

３
１
３
５

「
人
権
・
男
女
共
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
佐
久
平
女
性
大
学
プ
レ
講
座
」

開
催
中
止

ホームページ
QRコード

講
座
・
教
室

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
座
談
会

高
齢
者
福
祉
課　
　

☎
６
２‐

３
１
５
７

ロ

ク

デ

ィ

ム

ド
ゥ

タ
ッ
プ

こ
う
が
い

す
ず
り
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近
代
美
術
館　
　
　

☎
６
７‐

１
０
５
５

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
墨
（
す
み
）
に
ふ
れ
て
み
よ
う
！

ス
ミ
っ
コ
あ
そ
び
」

▽
申
込
方
法　

雨
宮
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン
科
へ
電
話
（
☎
０
８
０‐

１
０
３
４‐

７

　

３
３
０
）
で
申
し
込
み

　

幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室

で
す
。

▽
日
時

【
水
・
木
・
金
曜
日
】

・
幼
児　

午
後
３
時
50
分
〜
４
時
50
分

・
小
学
生　

午
後
４
時
55
分
〜
５
時
55
分

【
土
曜
日
】

・
幼
児　

午
後
１
時
〜
２
時

・
小
学
生　

午
後
２
時
５
分
〜
３
時
５
分

▽
会
場　

駒
場
公
園
プ
ー
ル

▽
月
謝

・
週
１
回　

４
０
０
０
円

・
週
２
回　

６
０
０
０
円

▽
定
員　

幼
児
40
名
、
小
学
生
50
名

▽
申
込
方
法　

駒
場
公
園
管
理
事
務
所
へ
電
話

　

で
申
し
込
み

※

問
い
合
わ
せ
は
、
指
定
管
理
者
の
変
更
に
伴

　

い
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
一
時
的
に
長
野
運
動

　

公
園
で
行
い
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

▽
日
時　

３
月
４
日
㈮
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

▽
場
所　

う
す
だ
ス
タ
ー
ド
ー
ム

▽
参
加
費
（
入
館
料
）

・
一
般　
　
　

５
２
０
円

・
小
中
学
生　

２
６
０
円

▽
内
容　

冬
の
星
座
と
す
ば
る
の
見
つ
け
方
、

　

星
座
神
話
の
お
話　

ほ
か

▽
定
員　

20
名
（
申
込
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

う
す
だ
ス
タ
ー
ド
ー
ム
へ
電
話

　

で
申
し
込
み

　

参
加
対
象
者
は
障
が
い
の
あ
る
方
で
す
。
感

染
症
対
策
の
た
め
、
参
加
人
数
を
制
限
し
て
い

ま
す
。
必
ず
事
前
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
料
理
教
室

▽
日
時　

３
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場　

中
込
会
館　

３
階　

調
理
講
習
室

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
食
材
費
）

▽
内
容　

お
や
つ
作
り
「
春
の
ス
イ
ー
ツ
」

▽
持
ち
物　

持
ち
帰
り
容
器
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾

※

作
っ
た
お
や
つ
は
持
ち
帰
り

▽
日
時　

３
月
19
日
㈯

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

▽
対
象　

中
学
生
以
下
（
未
就
学
児
参
加
可
）

▽
定
員　

各
回
４
組
12
名
（
１
組
３
名
ま
で
・

　

申
込
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（
電
子
申
請
）
で
近
代
美
術
館
へ
申
し
込
み

※

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
空
手
教
室
（
計
６
回
）

▽
期
間　

４
月
21
日
㈭
〜
６
月
２
日
㈭

　

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

▽
会
場　

長
野
県
立
武
道
館

▽
参
加
費

・
大
人　
　
　

１
５
０
０
円

・
小
中
学
生　

１
０
０
０
円

▽
対
象　

小
学
生
以
上

▽
申
込
方
法
　 

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
申
込
書
の
提
出

　

お
よ
び
参
加
費
の
支
払
い

▽
申
込
開
始　

３
月
１
日
㈫

■
心
と
身
体
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
ョ
ン
教
室
（
計
23
回
）

▽
期
間　
４
月
19
日
㈫
〜
令
和
５
年
３
月
28
日
㈫

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

▽
会
場　

佐
久
市
総
合
体
育
館

▽
参
加
費　

１
回
５
０
０
円
（
初
回
に
保
険
料

　

８
０
０
円
が
別
途
必
要
）

▽
対
象　

年
少
（
３
歳
）
〜
小
学
生

第
４
回
星
座
教
室
「
す
ば
る
と
冬
の

星
座
を
見
つ
け
よ
う
」

う
す
だ
ス
タ
ー
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
８
２‐

０
２
０
０

※

申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
前
日
の
午
前
中
ま
で

■
音
楽
を
楽
し
む
つ
ど
い

▽
日
時　

３
月
11
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▽
会
場　

野
沢
会
館　

音
楽
室
１
号

▽
参
加
費　

無
料

▽
内
容　

季
節
の
曲
な
ど
の
生
演
奏
鑑
賞

■
ピ
ア
の
つ
ど
い

▽
日
時　

３
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場　

野
沢
会
館　

１
０
３
号
室

▽
参
加
費　

無
料

▽
内
容　

障
が
い
が
あ
る
方
の
介
護
保
険
の
利

　

用
に
つ
い
て

※
講
師
の
先
生
を
お
迎
え
し
て
勉
強
会
を
開
催

　

し
ま
す
。
障
が
い
が
あ
る
方
の
家
族
や
支
援

　

者
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
気
功
教
室

▽
日
時　

３
月
23
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▽
会
場　

野
沢
会
館　

２
階　

和
室
１
・
２

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

飲
み
物

▽
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

　

墨
流
し
（
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
）
な
ど
、
墨
を
使

っ
た
技
法
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
で
き
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

教
室
参
加
者
募
集

障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

         　
　
　
　
　

☎
６
４‐

０
２
１
２

　
　
　

      　
　
　

ＦＡＸ
６
４‐

０
２
１
３

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
課　
　
　

☎
６
２‐

４
０
０
４

子
ど
も
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

駒
場
公
園
管
理
者（
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
㈱
）

　
　
　

☎
０
２
６‐

２
４
４‐

７
５
５
５
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新型コロナウイルス感染症の状況により、日程などが変更になる場合があります。詳細は、担当課へお問い合わせください。
イベント等でのマスク着用にご協力ください。また、発熱など体調が悪い方は参加をご遠慮ください。

・
高
田
洋
介
様　
　
　

・
高
山
裕
司
様

・
田
宮
直
彦
様　
　
　

・
中
島　

宏
様

・
中
塚
心
治
様　
　
　

・
長
野
篤
史
様

・
長
谷
川
暁
様　
　
　

・
原　

敏
弘
様

・
平
田
陽
一
様　
　
　

・
前
田
利
之
様

・
峯
元
高
志
様　
　
　

・
柳
原
隆
宏
様

・
山
浦　

毅
様　
　
　

・
山
本
伸
一
様

・
芳
川
篤
志
様　
　
　

・
依
田　

平
様

■
一
般
寄
附
（
順
不
同
）

▽
市
へ

・
現
金 

２
０
０
０
円　
　

佐
久
の
鯉
太
郎
Ｚ
様

▽
市
内
小
中
学
校
へ

・
自
動
水
栓 

２
３
０
台　
　
　

㈱
バ
イ
タ
ル
様

▽
佐
久
平
浅
間
小
学
校
へ

・
児
童
図
書
18
冊
「
な
ん
で
も
魔
女
商
会

　

１
〜
18
巻
」　
　
　
　
　
　
　

櫻
井
千
春
様

▽
中
込
中
学
校
へ

・
武
道
場 

暗
幕
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ア
ン
プ
、

　

ボ
ッ
チ
ャ
用
具 

３
セ
ッ
ト　
　

六
川
宏
俊
様

▽
望
月
中
学
校
へ

・
L
E
D
ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト 

一
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
月
ス
タ
ン
プ
会
様

▽
浅
間
総
合
病
院
へ

・
版
画　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ニ
ー
鈴
木
様

■
支
援
金

▽
企
業
・
団
体
の
皆
様

・
企
画Zero-Zero-O

ne

様
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

　

ー
ト
様
、
西
澤
書
店
様
、
㈱
佐
久
印
刷
所
様

■
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
（
順
不
同
）

・
相
原
英
明
様　
　
　

・
秋
山
勝
哉
様

・
荒
井
克
久
様　
　
　

・
池
上　

満
様

・
池
田
豊
広
様　
　
　

・
池
田
博
之
様

・
石
井
通
義
様　
　
　

・
上
野
智
雄
様

・
太
田
康
弘
様　
　
　

・
小
竹
源
紀
様

・
甲
斐
一
郎
様　
　
　

・
上
池
健
一
様

・
鬼
澤
幸
広
様　
　
　

・
金　

児
美
様

・
木
村　

健
様　
　
　

・
黒
岩　

崇
様

・
小
林
丈
郎
様　
　
　

・
古
山
実
季
様

・
近
藤　

薫
様　
　
　

・
重
石
卓
哉
様

・
柴
下　

歩
様　
　
　

・
柴
田
智
美
様

・
嶋
田　

毅
様　
　
　

・
下
井
俊
子
様

・
関
口
淳
一
様　
　
　

・
高
田
直
樹
様

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

※納付は、安心便利な口座振替をご利用
　ください。また、口座振替は感染症の
　予防にもなります。
※口座振替の方は、振替日の前日までに
　残高の確認をお願いします。

●期限内の納付をお願いします

納期限 ３月31日（木）

介護保険料
（第12期）

後期高齢者医療保険料
（第９期）

市税等

今
月
の
納
付

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

佐
久
総
合
運
動
公
園
☎
６
３‐

７
１
０
１

▽
申
込
期
間　

３
月
１
日
㈫
〜
27
日
㈰

　

持
ち
寄
っ
た
畑
の
土
を
測
定
し
、
土
づ
く
り・

肥
料
の
使
い
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
６
日
㈬
午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

佐
久
市
有
機
農
業
研
究
協
議
会
実
験

　

農
場
管
理
棟
（
農
村
保
健
研
修
セ
ン
タ
ー
横
）

▽
参
加
費　

１
試
料
２
０
０
円

▽
定
員　

20
土
壌
試
料
（
１
人
２
試
料
ま
で
）

▽
申
込
方
法　

佐
久
市
有
機
農
業
研
究
協
議
会

　

へ
電
話
で
申
し
込
み

　

五
郎
兵
衛
記
念
館
元
館
長
の
春
原
邦
江
さ
ん

を
講
師
に
、
初
心
者
か
ら
何
年
も
古
文
書
を
学

ん
で
き
た
方
々
と
の
和
や
か
な
古
文
書
講
座
で

す
。

▽
日
時　

毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

▽
会
場　

五
郎
兵
衛
記
念
館
研
修
室　

▽
参
加
費　

資
料
代
実
費

▽
対
象　

高
校
生
以
上

▽
申
込
方
法　

五
郎
兵
衛
記
念
館
へ
電
話
で
申

　

し
込
み

▽
日
時　

３
月
24
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▽
会
場　

中
込
会
館

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

ご
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方
、
介

　

護
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

▽
内
容　

昔
ば
な
し
「
か
た
り
」
、
体
を
ほ
ぐ

　

す
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

▽
講
師　

昔
ば
な
し
か
た
り
の
会　

あ
か
り

▽
持
ち
物　

飲
み
物

▽
定
員　

20
名
（
申
込
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

中
込
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

へ
電
話
で
申
し
込
み

　

未
経
験
者
で
も
気
軽
に
で
き
る
ポ
ー
ル
を
使

っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
で
す
。

▽
日
時　

３
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場　

佐
久
総
合
運
動
公
園
内

▽
参
加
費　

５
０
０
円

▽
対
象　

高
校
生
以
上

▽
持
ち
物　

ポ
ー
ル
（
無
料
で
貸
出
し
あ
り
）

▽
定
員　

15
名

▽
申
込
方
法　

佐
久
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

　
場
内
事
務
所
へ
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み

家
族
介
護
者
交
流
会

「
昔
ば
な
し
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

中
込
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
６
４‐

１
７
５
１

古
文
書
を
読
む
会
新
規
受
講
者
の
募
集

五
郎
兵
衛
記
念
館　

☎
５
８‐

３
１
１
８

土
づ
く
り
・
肥
料
の
使
い
方
学
習
会

佐
久
市
有
機
農
業
研
究
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
８
２‐

５
９
６
６

台
風
19
号
災
害
に
対
し
、
心
の
こ
も
っ

た
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す



　

「
や
り
手
が
い
な
く
て
困

っ
た
。
是
非
」
と
時
の
常
会

長
さ
ん
に
懇
願
さ
れ
、
軽
く

引
き
受
け
た
民
生
児
童
委
員
。

始
め
た
は
い
い
が
、
９
割
以

上
は
家
も
顔
も
名
前
も
全
く

知
ら
な
い
。
覚
え
る
た
め
に

週
に
何
度
も
訪
問
し
て
、
今

で
は
気
軽
に
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
け
て
、
お
会
い
す
る

の
も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

担
当
地
区
は
、
人
通
り
も

少
な
く
空
き
巣
も
発
生
し
た

こ
と
も
あ
り
、
見
回
り
も
兼

ね
て
週
に
一
回
位
の
間
隔
で

訪
問
し
、
日
本
の
大
変
な
時
代
に
ご
苦
労
さ
れ

た
方
々
が
、
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

と
の
思
い
も
込
め
て
務
め
て
い
ま
す
。
不
審
者

が
い
な
い
か
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
す
ぎ
て
、
自
分

が
不
審
者
に
間
違
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
委
員
の
改
選
の
年
で
す
。
皆
さ
ん

の
地
区
も
次
の
方
が
決
ま
っ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。

役
の
番
が
回
っ
て
来
て
不
安
に
な
っ
て
い
る
方
、

心
配
ご
無
用
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
め
て
で
、

そ
の
多
く
は
同
年
代
で
す
。
和
気
藹
々
で
、
い

つ
も
気
楽
に
話
が
で
き
る
場
で
す
。
嬉
し
楽
し

新
し
い
こ
と
に
出
会
え
る
場
面
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
安
心
し
て
十
二
月
に
委
嘱
状
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
任
期
も
あ
と
半
年
ほ
ど
で
す
が
、
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ちょっとひとこと

恩返しのつもりで

　　　下越　　倉  根　勝  範

佐久の先人 竹内 好を知っていますか？
～わがまち佐久・市民講座の報告～

　12月11日（土）、佐久平交流センターにて評論家の佐高 信氏（77）
を講師に「竹内 好の人と思想」と題する市民講座があり、約200名の受
講者とともに聴講しました。
　館報10月号「佐久の先人シリーズ③」で紹介したように旧臼田町出
身の竹内 好（1910～77）は、中学3年の国語教科書に載っている魯迅
著「故郷」の翻訳者としても知られる中国文学者です。佐高氏の講演は
予備知識のなかった自分にとってはかなり難しかったのですが、以前、
報道番組「サンデーモーニング」に出演されていた頃の辛口のイメージ
はそのままで、興味深くお聞きしました。

　佐高氏の講演で一番心に残ったのは、竹内が「学ぶとは自分の持っているイメージを変革させること」と
し「大勢に流されずに抗う精神をもつこと」を信条として行動していたというくだりです。私の解釈では、
自分がたくさんの知識を得てそれで少し偉くなったような錯覚をするがそれは学びや思想の名に値しない、
世間の常識に対し「本当にそれでいいのか」と絶えず疑問をもち、それを揺さぶるものが本当の学びであり
思想である、ということです。竹内は、新安保条約強行採決に反対し大学教授を辞するなど、自らの信念を
貫いた人でした。
　参加者から「学生の時の『故郷』は今でも心に残っている。その作品の底流に竹内 好の佐久のふるさと観
があったかと思うと、学んだことが今も心に生きていることがありがたくうれしくなる」「同じ臼田に居な
がら竹内 好は謎の人だった。魯迅の『故郷』を読んだくらいだったので、魯迅や竹内 好の本を読みたいと
思った」「竹内 好を後世に伝えていく使命を感じた」等の感想があり、共感しました。
　これからも竹内 好について学んでいきたいと思いますし、市民の皆さんにももっと知ってほしいです。

（編集委員：金井、神津）
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前号に続き、コロナ禍の中にあっても感染防止対策をとり、様々な工夫をして活動している地域公民館の姿を紹介します

﹁
子
ど
も
の
﹃
暴
言
﹄
か
ら
﹂

　
あ
る
朝
の
集
団
登
校
中
の
こ
と
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
ら

ず
手
に
し
て
い
る
子
が
い
た
の
で
、
見
守
り
隊
の
方
が

﹁
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
被
り
な
﹂
と
声
掛
け
を
し
た
と
こ
ろ
、

当
然
素
直
に
被
る
も
の
と
思
い
き
や
、
こ
の
子
か
ら
返
っ

て
き
た
の
は
何
と
﹁
て
め
え
に
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
く

ね
え
﹂
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
と
い
う
。
善
意
の
忠
告
だ
っ

た
は
ず
な
の
に
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
返
答
に
び
っ
く

り
。
唖
然
と
し
て
た
だ
見
送
る
し
か
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
こ
の
話
を
耳
に
し
た
時
、
か
つ
て
荒
れ
た
中
学
校
に
勤

務
し
て
い
た
頃
の
、
聞
く
に
堪
え
な
い
、
明
ら
か
に
﹁
人

権
無
視
・
侵
害
﹂
と
と
れ
る
や
り
と
り
が
思
い
出
さ
れ
て
、

﹁
今
は
小
学
生
ま
で
も
が
・
・
・
﹂
と
驚
き
つ
つ
、
﹁
い

つ
の
時
代
で
も
﹃
イ
キ
の
い
い
子
﹄
っ
て
い
る
な
﹂
と
変

な
と
こ
ろ
で
納
得
し
、
懐
か
し
さ
さ
え
覚
え
て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
百
歩
譲
っ
て
も
許
さ
れ
る
言
葉
で
は
な
い
の

で
、
そ
の
後
の
学
校
の
対
応
を
お
聞
き
す
る
と
、
現
場
を

目
撃
し
て
い
た
近
所
の
方
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
直
ち
に

関
係
者
間
で
事
実
確
認
が
行
わ
れ
、
放
課
後
に
は
学
級
担

任
か
ら
そ
の
子
へ
、
後
日
に
は
各
学
級
で
も
指
導
が
な
さ

れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
地
域
と
学
校
と
の
﹁
時
宜
を

得
た
風
通
し
の
い
い
連
携
﹂
が
子
ど
も
た
ち
の
他
者
へ
の

気
づ
き
や
人
権
感
覚
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
と
改
め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
ほ
っ
と
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
の
子
の
背
景
に
も
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
子
ど
も
達
か
ら
の
﹁
暴
言
﹂
を
恐
れ
る

こ
と
な
く
、
地
域
で
声
を
掛
け
、
愛
情
を
掛
け
続
け
た
い
。

そ
の
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
・
他
尊
の
気
持
ち
を
育

て
る
と
信
じ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
同
和
教
育
推
進
員

 ※

お
問
合
せ
等
は
人
権
同
和
課
ま
で(

☎
62
ー
３
１
３
５)

岩村田・小田井地区公民館（浅間）<講演会>

　12月11日㈯、小林收先生を講師にお迎えし「岩
村田とその周辺の歴史」と題して２地区合同の講
演会が行われました。昨年度は中止となりました
が毎年開催しており、今年度は約70名が浅間会館
に集い、熱の入った講演に耳を傾けました。

東地地域公民館（東）〈道祖神〉

　１月２日（日）、道祖神が２年ぶりに行われまし
た。屋台の飾り付けは当番の組の方と小中学生が行
います。中央の額の絵は武者がコロナウイルスを追
い払う様子です。今年は提灯をLED電球に替え、新
春の東地を明るく照らし無病息災を祈りました。

赤谷入澤地域公民館（臼田）〈炭焼き体験〉

　12月10日㈮から12日㈰まで炭焼き体験教室を行
いました。伐り出した原木を炭焼き小屋まで運び、
窯内への並べ方、火入れ、煙の色の見方、炭出し
などを３日間にわたり見学、体験をしました。子
どもを含む延40名の参加者は、講師の渡辺さんの
炭ができるまでの話に聞き入りました。

塩名田地域公民館（浅科）〈どんど焼き〉

　今年度、モデル地域館として市内の下水道管理センター等

を見学し、環境問題と生活との関わりについて学ぶ計画でし

たが、コロナ禍のため野外で出来る“どんど焼き”に変更し

ました。１月15日(土)に浅科総合グランド近くの休耕田で、

高さ３.５ｍの矢倉を組みコロナ退散も願い、宮司による安

全祈願祭を斎行した後、盛大にお焚き上げをしました。
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少
年
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

伸びよう
伸ばそう
青少年

　令和３年11月27日（土）に佐久平交流センターにおいて佐久市青少年健全育成市

民集会を開催しました。今年度は新型コロナウイルス感染防止対策として、事前申し

込みの定員制とし、１８２名の皆様にご参加いただきま

した。

　市民集会では、市内中学生８名による意見発表や、花

園大学客員教授・上智大学講師の水谷修氏による、「さ

らば、哀しみの青春～夜回り先生、いのちの授業～」と

題する講演がありました。

　ご来場いただいた皆様からは、「中学生がしっかりし

た意見・考えを持っていてびっくりしました」「講演会

は時間の過ぎるのを忘れて聞き入りました」などの感想

をいただきました。

　なお、市民集会の開催報告並びに中学生

意見発表の全文を市ホームページに掲載し

ていますので、ぜひご覧ください。

３月11日は「信州あいさつの日」・３月20日は「家庭の日」です。青少年に関するご相談は少年センターへ　　　　　☎62－0671（市役所南棟３階）

佐久市青少年健全育成市民集会を開催しました！佐久市青少年健全育成市民集会を開催しました！

中学生意見発表

市ホームページ
講演会

令和４年度 創錬の森 市民大学･大学院 学生募集
   　来年度も満65歳以上の皆さんを対象とした「創錬の森 市民大学・大学院」（旧佐久市高

   齢者大学）を開講予定です。感染症対策を考慮しての開催方法を検討しています。開催予定

   に変更が生じる場合がありますが、皆さんのご入学をお待ちしております！

●申込日時　令和４年３月23日（水）～４月６日（水）　午前９時～午後５時
　　　　　　　※平日のみの受付となります。望月公民館は月曜日が休館です。

●申込方法　「入学願書」に必要事項を記入し、市内いずれかの公民館に提出してください。
　　　　　　（中央・浅間・野沢・中込・東・臼田・浅科・望月公民館）
　　　　　　　　願書は３月15日（火）以降に、上記公民館で受け取れます。

●入学資格
　　【大　学】市内に在住する満65歳以上（令和４年４月２日現在)）の方
　　【大学院】次の全てに該当する方
　　　（1）創錬の森 市民大学（旧高齢者大学）を修了した方
　　　（2）高齢者等の社会参加活動のリーダーとして活躍できる方
　　　（3）大学院修了後「生涯学習リーダーバンク」に登録し、地域の要請に応えられる方
　　　　※高齢者大学、大学院の併願も可能です。ただし長野県シニア大学との併願はできません。

●実施方法等（ただし、新型コロナウイルス感染症の状況等により変更となる場合があります）
　　○ 開催日　大学は年間18回、大学院は年間13回の予定（大学の講義は概ね水曜日の開催）
　　　　　　　※今後の新型コロナウイルス感染症の状況によっては、受講人数を限らせていただく
　　　　　　　　場合があります。

●そ の 他　詳細は佐久市ホームページ（３月中旬掲載）、 または入学願書をご覧ください。
　　　　　　以前の開講内容等をご覧になりたい方は中央公民館（電話66-0551・市民創錬センター
　　　　　　内）までお問い合わせの上ご来館ください
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　　大人も子どももいっしょに「仲間づくり」しませんか
●対 象 者：申込時点で佐久市に在住し、未就園で１歳を過ぎた
　　　　　　お子さんと保護者
●開催期間：令和４年５月から令和５年２月まで
　　　　　　（毎回、午前10：00～11：30）
●開催場所及び開催日（原則）
　　【中央・浅科・望月教室】　市民創錬センターまたは浅科会館　「毎月第1・3金曜日」
　　【浅間・東教室】　　　　　浅間会館または東会館　　　　　　「毎月第1・3火曜日」
　　【中込・野沢・臼田教室】　中込会館　　　　　　　　　　　　「毎月第2・4木曜日」
●内　　容：歌遊び、病気・ケガの予防、自然とのふれあい、体操等
　　　　　　各教室11講座（他に開・閉講式）
●申込日時：令和４年３月１日（火）～３月31日（木）
●申込方法：原則として電子申請とします。
　　　　　　・佐久市HP→公民館→乳幼児学級申込受付　
　　　　　　※中央公民館・各地区館窓口での申込みもできます。
●募集定員：各教室親子25組程度
●参 加 費：無料（ただし材料費は参加者の負担となります）
　　　　　　※新型コロナウイルス感染症の状況等により変更となる場合があります。
●問 合 せ：佐久市中央公民館　電話66-0551

会館名等
受付開始日
受付開始時刻

受付会場

市民創錬センター
４月13日（水）

午前９時
市民創錬センター

大会議室

浅間会館
４月７日（木）
午前９時

市民創錬センター
大会議室

中込会館
４月15日（金）

午前９時
中込会館
大会議室

浅科会館
４月20日（水）

午前９時
浅科会館

会議室１・２

市民創錬センター・浅間会館・中込会館・浅科会館予約受付のお知らせ
★予約期間★　令和４年10月１日～令和５年３月31日

　※年間を通して受付けています。ただし、受付開始当日は13時以降となります。（浅間会館は要問合せ）
　※上記以外の公民館の予約については直接お問合せください。

令和４年度　会館予約申込受付（下半期）

令和４年度 佐久市 乳幼児学級　参加者募集

　
我
が
集
落
に
は
冠
婚

葬
祭
の
﹁
御
三
夜
講
﹂

や
子
ど
も
の
﹁
天
神
講
﹂

等
、
幾
多
の
講
が
遺
さ

れ
て
い
る
。
﹁
御
三
夜

講
﹂
は
、
今
も
お
助
け

講
と
し
て
機
能
し
て
い
る
し
、
信
仰

の
﹁
御
嶽
講
﹂
﹁
伊
勢
講
﹂
も
代
参

等
で
健
在
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
助
け

合
い
な
が
ら
必
死
に
生
き
抜
い
て
き

た
先
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
見
え
る
よ

う
で
、
力
づ
け
ら
れ
る
思
い
で
あ
る
。

ま
た
、
旗
を
掲
げ
﹁
天
神
さ
ま
は…

﹂

と
歌
い
な
が
ら
行
進
し
、
順
番
に

﹁
勉
強
が
で
き
ま
す
よ
う
に…

﹂
と

お
祈
り
し
た
天
神
講
は
、
子
ど
も
の

楽
し
み
の
会
で
懐
か
し
い
思
い
出
で

も
あ
る
。

　
だ
が
、
収
束
の
兆
し
す
ら
見
せ
な

い
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
一
時
は
獅
子

舞
中
止
の
心
配
も
あ
っ
た
。
幸
い
に
も

子
ど
も
達
は
新
年
拝
賀
式
で
堂
々
と

舞
っ
て
く
れ
た
し
、
天
神
講
も
役
員

に
よ
る
と
実
施
の
方
向
と
の
こ
と
。

安
堵
で
あ
る
。

　
か
つ
て
﹃
文
化
・
芸
術
は
活
動
が

あ
っ
て
継
承
す
る
﹄
と
学
ん
だ
が
、

こ
の
先
、
少
子
化
に
よ
る
継
承
者
の

激
減
と
い
う
問
題
も
出
て
こ
よ
う
。

加
え
て
、
機
に
乗
じ
て
﹁
面
倒
な
こ

と
な
ん
か…

﹂
と
我
々
が
易
き
道
を

不
遜
に
も
選
ぶ
と
し
た
ら
、
伝
統
あ

る
文
化
は
崩
れ
去
る
だ
ろ
う
。
後
世

に
問
わ
れ
る
大
き
な
岐
路
に
あ
る
よ

う
に
思
う
が
、
考
え
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
︵
編
集
委
員
　
小
林
忠
三
︶

お
さ
ん
や
こ
うの

こ

や
す
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公民館 おさそいカレンダー
　下記の講座は開催できるよう準備を進めておりますが、新型コロナウイルス感染症の状況によっては、中止または延期とす
る場合もあります。不明の点は、各公民館にお問い合わせください。なお、参加の際は、全員マスクの着用をお願いします。

■浅間公民館☎67-2110　■野沢公民館☎62-0116　■中込公民館☎62-0504　■東公民館☎67-2545
■臼田公民館☎82-2106　■浅科公民館☎58-3957　■望月公民館☎53-2548

※一部を除き、事前に電話または窓口にて、個人（家族）ごとの申込みが必要です。（詳しくは各公民館へお問い合わせください）

※望月公民館は、月曜日と祝日の翌日は休館です。

※〈定員〉のあるものは先着申し込み順で、定員になり次第締切となります。ただし、初めての方を優先する講座もあります。

　また、        のマークが付いている講座は、申込多数の場合抽選とし、当選者には後日通知します。

※「全○○回」の表記は、シリーズで行う講座で、継続しての参加をお願いします。

◎ストレッチ教室Ⅰ（全４回）
　ストレッチで自分の体と向き合い、健康に
　ついて考えます

◎家庭菜園教室（全６回）
　植え付けから収穫までを学び、おいしい野
　菜をつくりましょう！

◎家庭菜園教室（全10回）
　地産地消‼安心・安全で
　おいしい野菜づくりの
　基本を学んでみませんか

◎楽しく歌おう（春）
　季節の歌やなつかしい歌を、ピアノの生演 
　奏でみんなで楽しく歌いましょう！

【中止】野沢地区公民館のつどい

中込地区公民館のつどい
展示発表・体験会等

【中止】中込地区公民館のつどい
ステージ発表
◎袖垣教室（全５回）
　伝統ある教室が復活します。今年度は袖垣
　を作成します。玄関や庭に手作りの袖垣を
　飾りませんか

◎家庭菜園教室（全７回）
　土づくりから収穫まで、おいしい野菜作り
　の基本を学びましょう！

【中止】臼田地区公民館のつどい

◎家庭菜園教室（全９回）
　地産地消‼安心・安全で
　おいしい野菜づくりの
　基本を学んでみませんか

◎ステンドグラス講座
　端午の節句に立てて飾れるステンドグラス
　の兜を作ってみませんか

◎手打ちうどん教室
　自分で打ったうどんは格別‼コシのあるう
　どんを打ってみませんか♬

【中止】望月地区公民館のつどい

◎家庭菜園教室（全６回）
　菜園の土づくり、夏野菜の植え付けや野菜
　苗の選び方などを学びませんか

① 4月12日㈫ ② 4月19日㈫ 
③ 5月10日㈫ ④ 5月24日㈫ 
（時間）10:00～11:30
① 4月14日㈭ ② 5月12日㈭ 
③ 6月 2日㈭ ④ 7月 1日㈮
⑤ 9月 1日㈭ ⑥10月 6日㈭ 
（時間）9:30～11:30
① 4月 7日㈭ ② 5月 9日㈪
③ 6月 6日㈪
④ 6月15日㈬ ※圃場
⑤ 7月 4日㈪ ⑥ 8月 4日㈭ 
⑦ 9月 5日㈪ ⑧10月 4日㈫ 
⑨11月 7日㈪ ⑩ 3月 6日㈪ 
（時間）9:30～11:30

4月12日㈫ 13:30～15:30

2月26日㈯ 13:00～16:00
2月27日㈰ 9:00～15:00
3月13日㈰ 10:00～16:00

2月27日㈰ 10:00～15:00

① 5月13日㈮ ② 5月27日㈮
③ 6月10日㈮ ④ 6月24日㈮ 
⑤ 7月 8日㈮ 
（時間）①②9:30～16:00
　　　③④⑤13:30～16:00
① 4月 4日㈪ ② 5月 9日㈪ 
③ 6月 6日㈪ ④ 7月 4日㈪ 
⑤ 8月 8日㈪ ⑥ 9月 5日㈪ 
⑦10月 3日㈪
（時間）9:30～11:30
3月 5日㈯ 9:00～17:00
3月 6日㈰ 9:00～15:30

① 4月 5日㈫ ② 5月10日㈫ 
③ 6月 7日㈫ ④ 7月 5日㈫ 
⑤ 8月 3日㈬ ⑥ 9月 6日㈫ 
⑦10月 5日㈬ ⑧11月 1日㈫ 
⑨ 3月 9日㈭ 
（時間）9:30～11:30

4月17日㈰ 13:00～16:00

4月13日㈬ 9:30～12:30

3月 5日㈯ 13:00～17:00
3月 6日㈰ 9:00～15:00

① 4月 7日㈭ ② 4月28日㈭ 
③ 6月 2日㈭ ④ 7月 7日㈭ 
⑤ 8月 4日㈭ ⑥10月 6日㈭ 
（時間）9:30～11:30

浅間会館
会議室1・2

浅間会館
会議室3・4

野沢会館
会館ホール

野沢会館
会館ホール

野沢会館

佐久市コスモホール

佐久平交流セン
ター
東会館
食育室兼会議室、
創作室及び作業
場

東会館
会議室1・2

あいとぴあ臼田

あいとぴあ臼田
多目的室3・4

あいとぴあ臼田
工作室

観音峯活性化セ
ンター

駒の里ふれあい
センター

望月観音峯活性
化センター

ストレッチ指導員
　益戸早苗先生

元営農指導員
　岩下武弘先生

佐久浅間農協農地
コーディネーター

歌唱指導
　上野ひとみ先生
伴奏
　大井清子先生

衝立作成講師
　神津勝行先生

元営農相談員　
　岩下武弘先生

佐久浅間農協
農地コーディネー
ター

工芸作家
　中野稔先生

味処店主
　土屋しのぶ先生

元営農指導員
　小林重弘先生

<参加費>無料　　<定　員>40名
<持ち物>ヨガマット・タオル・飲み物
※申込受付開始 3月10日㈭ 8:30
<参加費>100円（初回のみ資料代）
<持ち物>筆記用具
<定　員>15名程度
※申込受付開始 3月15日㈫ 8:30

<参加費>100円（初回のみ資料代）
<持ち物>飲み物
<定　員>25名程度
※申込受付開始 3月14日㈪ 8:30

<参加費>無料
<持ち物>飲み物
※申込受付開始 3月16日㈬ 8:30

<参加費>30,000円程度（材料費等）
<定　員>6名
※天候により日程が変更になる場合があります
※詳細は参加者に通知します
※申込受付開始 3月4日㈮ 8:30
<参加費>200円程度（初回のみ資料
　代）
<持ち物>筆記用具・飲み物
<定　員>20名程度　　　　　　　　
※申込受付開始 3月4日㈮ 8:30

<参加費>100円（初回のみ資料代）
<定　員>15名程度
※申込受付開始 3月9日㈬ 8:30

<参加費>2,000円程度（材料費）
<持ち物>ビニール手袋・軍手・タオル
<定　員>12名
※申込受付期間 3月16日㈬ 8:30～3
　月18日㈮
<参加費>700円程度（材料費）　
<持ち物>エプロン・三角巾・持ち帰
　り用平容器
<定　員>10名
※申込受付開始 3月14日㈪ 8:30

<参加費>100円（初回のみ資料代）
<定　員>10名程度
※申込受付開始 3月9日㈬ 8:30

講座及び学習内容 日　　時 場　所 講師・指導者 費用・持ち物等

臼
田
公
民
館

浅
科
公
民
館

望
月
公
民
館
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新型コロナの状況を考慮して中止となりました。
ご理解をお願いします。

新型コロナの状況を考慮して中止となりました。
ご理解をお願いします。

新型コロナの状況を考慮して中止となりました。
ご理解をお願いします。

【展示発表 】
前期:2月25日㈮～3月4日㈮ 銅板・俳句・切り絵他
中期:3月5日㈯～3月12日㈯ 絵手紙・ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動
　　  ﾊﾟﾈﾙ展示他
後期:3月13日㈰～3月20日㈰ 書道・野草・歴史他
開催時間:（平日）9:00～22:00（休日）9:00～17:00
ただし、会期初日は13:00～、会期最終日は12:00まで
場所:中込会館ミニギャラリー・廊下 

【体験会・見学会等】※事前申込が必要です。お問合わせください
2月26日㈯ 3月12日㈯　ｴｯｾﾝｼｬﾙｵｲﾙで万能ｸﾘｰﾑ作り
3月 2日㈬　和ヨガ体験、切り絵体験
3月 5日㈯　洋裁作品展・見学会
3月 7日㈪　ストレッチ体験
3月 9日㈬　リフォーム作品展、フラダンスミニ発表会
3月17日㈭　野沢宿についての学習会
3月19日㈯　銅板体験
新型コロナの状況を考慮して中止となりました。
ご理解をお願いします。
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■長野県小児救急電話相談
　お子さんの夜間のけがや急病等の際、保
護者の方々が対応に戸惑う時や、医療機関
へ受診すべきか判断が難しい時の、応急対
処の方法や受診の要否等について助言を行
います。
　相談日時：毎日午後７時～翌日午前８時
　問合せ：局番なしの「♯8000」
　　　　　ダイヤル回線・IP電話
　　　　　「0263-34-8000」

■休日当番医は、都合により
変更になる場合があります。
受診前に電話または佐久医師
会ホームページで、ご確認く
ださい。

佐久医師会ホームページ
QRコード

サングリモ中込内
あさしな保育園内
うすだ健康館内

サングリモ中込内

サングリモ中込内

中込児童館

もちづき保育園内
うすだ健康館内
中佐都児童館内

もちづき保育園内
うすだ健康館内
中佐都児童館内

高瀬児童館
野沢児童館
サングリモ中込内
あさしな保育園内
もちづき保育園内
うすだ健康館内
中佐都児童館内

佐久城山児童館
あさしな児童館
もちづき保育園内
うすだ健康館内
中佐都児童館内

もちづき保育園内
うすだ健康館内

サングリモ中込内
あさしな保育園内
もちづき保育園内
うすだ健康館内
中佐都児童館内

サングリモ中込内
あさしな保育園内
もちづき保育園内
うすだ健康館内

サングリモ中込内
あさしな保育園内
もちづき保育園内
うすだ健康館内

もちづき保育園内
うすだ健康館内

佐久平浅間児童館
泉児童館
サングリモ中込内
あさしな保育園内
もちづき保育園内
うすだ健康館内
中佐都児童館内

サングリモ中込内

サングリモ中込内

サングリモ中込内
あさしな保育園内
うすだ健康館内

岩村田児童館

サングリモ中込内
あさしな保育園内
うすだ健康館内

サングリモ中込内
あさしな保育園内
うすだ健康館内

中佐都児童館
望月児童館

■佐久市足育推進協議会足育サポートセンター
　足や靴に関してお困りの方はお気軽にご相談ください。
事前予約制ですので、電話にてご予約ください。
　事前予約・相談日：毎週木曜日（３月31日を除く）
　　　　　　　　　（午前９時～11時30分）
　相談場所：足育サポートセンター
　　　　　　　（佐久大学1号館  佐久市岩村田2384）
　問合せ：佐久大学　☎68-6680
※新型コロナウイルス感染症予防の観点から、閉所とな
　る場合がありますので、電話でご確認ください。

献血 献血　①午前9時30分～11時45分、午後1時30分～3時30分
　　　②午後1時～4時
※400ml献血限定となります。　　　
※会場および日時は、都合により時間等変更になる場合があります。
※新型コロナウイルスを含む感染症対策として、会場での手指消毒、手洗い、
　マスク着用などの咳エチケットにご協力ください。
持ち物：運転免許証・保険証・パスポート等本人の確認ができるもの、献血
　　　　カード（持っている方のみ）
問合せ：健康づくり推進課保健予防係　☎62-3527

つどいの広場
サングリモ中込内：午前９時～正午、午後１時30分～３時30分
あさしな保育園内：午前９時～正午
もちづき保育園内：午前９時～正午
うすだ健康館内　：午前９時～正午
中佐都児童館内　：午前９時～正午
※利用制限がありますので、ホームページをご覧ください。

■児童館午前中開放事業
　対象：就学前のお子さんと保護者等の方
　日時：日曜日、年末年始および小学校休業日を除く日の午前10時～正午
　会場：岩村田・野沢・泉・平根・佐久平浅間各児童館
　問合せ：子育て支援課　☎62-3149

子育てサロン　午前９時30分～11時30分
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都甲クリニック
☎64-1050
くろさわ病院
☎64-1711

小児

工藤医院
☎62-0475
佐久平透析クリニック
☎65-7700

小児
サングリモ中込内
もちづき保育園内
中佐都児童館内

野澤医院
☎62-0272
佐久平よつばクリニック
☎66-0428

小児
あさまコスモスクリニック
☎66-7701
のざわ整形外科
☎88-6025

小児

小松耳鼻咽喉科クリニック
☎66-6300
佐久平みゆき眼科
☎68-5422

小児

献血 イオンモール佐久平① 献血 佐久市保健センター②

子 ２歳児歯っぴー教室（要予約）
対象：令和元年12月生まれのお子さんと保護者（定員36組、先着順）
内容：歯科健診、歯科相談、上の前歯のフッ素塗布（希望者のみ）
日時：３月17日㈭（時間は予約時に確認）
会場：口腔歯科保健センター（サングリモ中込２階）
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ（子ども用と仕上げみがき用）、
　　　　バスタオル
予約・問合せ：健康づくり推進課口腔歯科保健係
　　　　　　　（サングリモ中込）☎63-3781・63-3782

岸野児童館
小田井児童館

平根児童館

サングリモ中込内
あさしな保育園内
もちづき保育園内
うすだ健康館内

サングリモ中込内
あさしな保育園内
もちづき保育園内
うすだ健康館内
中佐都児童館内

東児童館
臼田児童館
サングリモ中込内
もちづき保育園内
中佐都児童館内

サングリモ中込内
あさしな保育園内
もちづき保育園内
うすだ健康館内

切原児童館

サングリモ中込内
もちづき保育園内
中佐都児童館内

サングリモ中込内
もちづき保育園内

サングリモ中込内
もちづき保育園内
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小児

休日救急歯科診療所　診療時間：午前９時～正午、午後１時～３時
受付時間：午前９時～正午、午後１時～２時
※新型コロナウイルス感染症感染警戒レベルが６の時の受付時間は
　午前９時～正午　　　　（サングリモ中込２階）☎63-3783

休日小児科急病診療センター　診療時間：午前９時～
受付時間：午前８時30分～正午　浅間総合病院　☎67-2295㈹

〈受診される方へ〉　
　風邪症状がある方は、事前に電話でご相談ください。

※平日夜間急病診療センターは、３月31日をもって閉所します。

休日当番医　診療時間：午前９時～午後５時

発熱等の風邪症状がある方の相談・受診について
①まずは電話でかかりつけ医や地域の身近な医療機関にご相談ください。
②かかりつけ医等を持たない方や、土日祝日や夜間など相談先に迷った場合は、
　受診・相談センター（佐久保健所コールセンター）☎63-3178にご相談くだ
　さい。

■新型コロナウイルス感染症
に関する情報は、ホームペー
ジをご覧ください。

ホームページ
QRコード



『武論尊100時間漫画塾』
第5期生　募集中！！　　

プロへの扉が佐久市で開く！

５月31日㈫
必着

応募締切

塾生

続々デ
ビュー！

！

●漫画 みやけりくさん　千葉桜恒実さん　小町さんぺいさん
　　　 サイとウマおさん　今條真理之さん　彩naTsuさん　時田鈴さん
　　　 宮澤大樹さん　華代さん　佐久なつきさん　九間ハートさん
　　　 マクロ松本さん（第85回ちばてつや賞 大賞受賞）　
●小説 西山暁之亮さん　

  　　  ち ば ざ く ら こ う み 　 　 　 　 　  こ ま ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　   こんじょうまりこれ　　　　　　　さ　　　な　　　つ　　　　　　　ときたりん

 みやざわたいき　　　　　　　はなよ　　　　　　　さ　く　　　　　　　　　　　　　　　きゅうま　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　まつもと

 にしやまあきのすけ

■事務局　生涯学習課　☎62－0671
■問合せ　株式会社銀杏社「武論尊100時間漫画塾」係
　　　　　☎03-3942-0260
　　　　　メール：info@manga-gai.net Ⓒ九間ハート／小学館「痛みの悪魔ハンター　ペイン」

ホームページ
QRコード

Twitterアカウント
＠100hmangajuku

佐久市の情報配信サービスをご活用ください
防災、防犯、市政情報などの情報を、さまざまな手段でお届けしています。

防災行政無線の情報も、文字と
音声で確認できます。

さくネット さくステ
メールとアプリ
のほか、防災行
政無線情報を電
話とFAXでも自
動で着信※

アプリから市政情報など
の通常の情報配信のほ
か、防災行政無線情報
を音声と文字でお届け

LINE
情報配信のほか、「ごみ分
別検索」や「コロナワク
チン予約へのアクセス」
の機能も提供

Twitter

Facebook
※電話・FAXは原則防災行政無
　線の情報のみを配信しています。
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資源保護のため
植物性インキ／再生紙を
使用しています。

発行／佐久市（〒385-8501  長野県佐久市中込3056）TEL 62-2111（代表）
編集／企画部広報広聴課（TEL 62-3075）
　　　佐久市中央公民館（〒385-0011  長野県佐久市猿久保165番地1市民創錬センター内）館報編集委員会（TEL 66-0551）
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ゆうちゃんの心臓移植への
募金にご協力いただき

ありがとうございました！

　佐久市在住の小学校４年生のゆうちゃんは、50万人に１人の難病と言われる「拘束型心筋症」と
の診断を受けました。「ゆうちゃんを救う会」を中心に、海外での心臓移植に必要な２億3700万円
を目標金額に募金活動が行われ、市でもこの活動を支援してきましたが、多くの皆さんからのご支援
により、目標金額を達成することができました。ご協力いただき、ありがとうございました。

目標金額達成


